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施政方針・予算・主要事業

　
令
和
６
年
度
は
、
大
河
ド
ラ
マ

を
通
じ
た
田
沼
意
次
侯
へ
の
注
目

度
の
高
ま
り
な
ど
に
よ
り
、
推
進

中
の
取
組
を
加
速
し
て
い
く
重
要

な
年
に
な
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
を
生
か
し
て
、
困
難

で
前
例
が
な
い
課
題
に
対
し
て
積

極
的
に
挑
戦
し
、
重
点
戦
略
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
と
し
た
主
要

施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
［
戦
略
１
］
富
士
山
型

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

　
陸
海
空
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
結

節
点
と
な
る
高
台
と
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
や
食
な
ど
の
魅
力
あ
ふ
れ

る
沿
岸
部
の
強
み
を
生
か
し
た
拠

点
創
出
を
具
体
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
東
名
相
良
牧
之
原
Ｉ
Ｃ
北
側
地

区
に
お
け
る
高
台
開
発
は
、
土
地

区
画
整
理
事
業
に
よ
る
住
宅
街
区

の
整
備
が
６
月
ご
ろ
に
完
了
し
、

住
宅
街
区
以
外
は
夏
ご
ろ
、
造
成

工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　
県
内
中
部
方
面
か
ら
の
玄
関
口

と
な
る
坂
部
地
区
に
、
令
和
７
年

度
開
業
を
目
指
し
て
道
の
駅
の
整

備
を
進
め
ま
す
。
５
月
ご
ろ
か
ら

農
産
物
直
売
所
の
建
築
に
着
手
す

る
見
込
み
で
あ
り
、
新
鮮
な
農
水

産
物
を
販
売
す
る
と
と
も
に
、
特

産
品
を
生
か
し
た
飲
食
や
商
品
開

発
、
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
を
通
じ
て
、

周
辺
地
域
か
ら
も
人
が
訪
れ
る
拠

点
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

本年度のまちづくりの方針や予算、主要事業についてお知らせします。
問い合わせ　施政方針＝企画政策課　本間直樹　㉓0045 

予算・主要事業＝財政課　清水彩果　㉓0054

施政方針・予算・主要事業
　
家
庭
に
お
け
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

の
推
進
に
向
け
、
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
、
蓄
電
池
な
ど
の
設
備
導

入
や
既
存
の
一
戸
建
て
住
宅
の
省

エ
ネ
改
修
に
対
し
て
助
成
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
脱
炭
素
化
を
促
進
し

て
い
き
ま
す
。
６
年
度
は
、
バ
ッ

グ
型
コ
ン
ポ
ス
ト
の
市
民
モ
ニ

タ
ー
事
業
を
実
施
し
、
生
ご
み
の

堆
肥
化
に
よ
る
可
燃
ご
み
の
削
減

と
資
源
循
環
を
進
め
ま
す
。

　 　
［
戦
略
３
］
日
本
一
女
性

　
に
や
さ
し
い
ま
ち
の
推
進

　
孤
立
や
孤
食
、
発
達
や
経
済
的

な
課
題
を
抱
え
る
学
齢
期
の
児
童

を
対
象
に
学
習
や
生
活
習
慣
の
形

成
、
食
事
面
な
ど
の
支
援
を
行
う

「
第
三
の
居
場
所
」
を
榛
原
児
童

館
の
敷
地
内
に
整
備
し
ま
す
。
令

和
７
年
４
月
の
運
営
開
始
に
向
け
、

子
ど
も
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
環

境
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
や
子
育
て
世
代
の
憩
い
の

場
と
な
る
公
園
に
つ
い
て
、
６
年

度
は
、
油
田
の
里
公
園
の
資
料
館

改
修
の
実
施
設
計
や
、
ふ
る
さ
と

体
験
の
森
整
備
に
伴
う
エ
リ
ア
景

観
計
画
の
策
定
を
進
め
、
家
族
や

友
人
、
親
子
で
楽
し
く
過
ご
せ
る

公
園
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
女
性
の
活
躍
や
働
き
方
に
関
し

て
は
、「
私
た
ち
の
月
３
万
円
ビ

ジ
ネ
ス
」
の
受
講
生
の
募
集
と
育

成
を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。
５
年

度
の
受
講
生
各
自
の
ビ
ジ
ネ
ス
や
、

受
講
生
一
体
と
な
っ
た
取
組
が
展

開
さ
れ
る
こ
と
で
、
新
た
な
働
き

方
や
女
性
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
創
出

を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　
中
小
企
業
な
ど
に
勤
務
す
る
男

性
労
働
者
の
育
児
休
業
取
得
を
推

進
す
る
た
め
、
６
年
度
か
ら
新
た

に
、
育
児
休
業
を
取
得
し
、
復
帰

後
３
カ
月
以
上
雇
用
継
続
さ
れ
た

場
合
に
は
、
事
業
主
に
対
し
５
万

円
を
助
成
し
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
に
関
し
て
は
、

男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
を
策
定

し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
意
識
改

革
と
教
育
の
推
進
、
職
場・家
庭・

地
域
に
お
け
る
固
定
的
役
割
分
担

か
ら
の
脱
却
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　
幼
児
教
育
お
よ
び
保
育
に
お
い

て
は
、
６
年
度
か
ら
、
あ
お
ぞ
ら

保
育
園
は
社
会
福
祉
法
人
一
羊
会

が
運
営
す
る
民
間
保
育
園
と
し
て
、

地
頭
方
保
育
園
と
地
頭
方
幼
稚
園

は
統
合
し
て
市
立
地
頭
方
こ
ど
も

園
と
し
て
、
新
た
に
開
設
し
ま
す
。

細
江
保
育
園
は
、
７
年
度
か
ら
の

市
社
会
福
祉
事
業
団
に
よ
る
運
営

移
管
に
向
け
た
調
整
や
手
続
き
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
送
迎
バ
ス
へ
の
園
児
置
き
去
り

に
よ
る
死
亡
事
故
に
関
す
る
「
市

教
育
・
保
育
施
設
等
事
故
検
証
委

員
会
」
の
報
告
書
を
基
に
、
子
ど

も
の
安
心
安
全
に
向
け
た
取
組
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
［
戦
略
４
］
Ｄ
Ｘ
の
推
進

　
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

に
つ
い
て
は
、
広
く
活
用
が
進
み
、

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
上
で
課
題

と
な
っ
て
い
た
各
種
手
続
き
の
押

印
廃
止
の
見
直
し
を
５
年
度
に
行

い
、
今
後
さ
ら
に
オ
ン
ラ
イ
ン
化

施政方針の全文は、
榛原・相良庁舎の
情報公開コーナー
や市ホームページ
で確認できます。

　
商
工
業
に
関
し
て
は
、
市
の
地

域
資
源
を
活
用
し
た
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
の
募
集
と
定
着
を
進
め
ま

す
。
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
「
ま

き
チ
ャ
レ
」
は
国
内
外
か
ら
多
く

の
応
募
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
48

社
と
市
内
で
の
事
業
化
に
向
け
た

協
議
を
進
め
て
お
り
、
６
年
度
に

は
６
社
が
操
業
を
開
始
す
る
見

込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で

は
、「
ま
き
の
は
ら
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
の
入
居
費
へ

の
助
成
を
行
う
な
ど
、
市
内
定
着

に
係
る
受
け
皿
や
伴
走
支
援
機
能

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
ス
ズ
キ
株
式
会
社
相
良
工
場
の

拡
張
支
援
に
関
し
て
は
、
令
和
４

年
10
月
に
市
と
県
、
同
社
が
３
者

協
定
を
締
結
し
、
現
在
、
県
企
業

局
に
よ
る
詳
細
設
計
、
用
地
買
収

の
手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。
６

年
度
は
、
造
成
工
事
に
必
要
な
全

て
の
手
続
き
を
完
了
さ
せ
、
７
年

度
か
ら
の
工
事
着
手
を
目
指
し
て

取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　　
［
戦
略
２
］
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

　

ン
と
経
済
成
長
の
好
循

　
環
の
実
現

　
脱
炭
素
へ
の
仕
組
み
を
活
用
し
、

地
域
農
業
の
収
益
性
な
ど
の
課
題

解
決
に
つ
な
げ
る
取
組
に
関
し
て

は
、
バ
イ
オ
炭
に
よ
る
農
地
の
土

壌
改
良
や
食
品
残ざ

ん

渣さ

な
ど
を
混
合

さ
せ
た
肥
料
化
の
試
験
を
行
う
と

と
も
に
「
波
乗
り
レ
モ
ン
」
な
ど

の
新
た
な
産
地
化
を
進
め
ま
す
。

　
沿
岸
部
活
性
化
に
つ
い
て
は
、

東
西
15
㎞
の
海
岸
線
に
お
け
る
各

地
区
の
特
色
を
生
か
し
た
賑
わ
い

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
静
波
地
区

に
お
い
て
は
、
既
存
施
設
の
有
効

活
用
の
検
討
や
遊
休
地
の
活
用
可

能
性
調
査
の
実
施
を
通
じ
て
、
コ

ン
セ
プ
ト
な
ど
を
整
理
し
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
関
連
で
は
、
多
目
的

体
育
館
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を

５
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

相
良
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
サ
ッ

カ
ー
コ
ー
ト
１
面
の
人
工
芝
化
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の

整
備
に
よ
り
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
の
出
場
す
る
試
合
や
ス
ポ
ー
ツ

合
宿
が
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
ア
ク
シ
ョ
ン
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
に
よ
る
賑

わ
い
創
出
を
進
め
ま
す
。

　
市
全
体
の
安
心
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
都
市
機
能
や
居
住
エ
リ

ア
の
適
切
な
誘
導
を
図
る
立
地
適

正
化
計
画
の
策
定
や
、
海
岸
堤
防

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

を
加
速
し
て
い
き
ま
す
。

　
申
請
者
が
各
種
証
明
書
の
交
付

や
引
っ
越
し
な
ど
の
手
続
き
を
紙

様
式
へ
記
入
す
る
こ
と
な
く
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
構

築
し
て
い
き
ま
す
。

　
地
域
経
済
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
に
つ

い
て
は
、
市
内
で
の
消
費
を
促
す

と
と
も
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料

品
価
格
な
ど
の
物
価
高
騰
の
影
響

を
受
け
る
市
民
や
事
業
者
を
支
援

す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
ポ
イ
ン
ト

還
元
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
小
規

模
事
業
者
の
課
題
と
な
っ
て
い
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
進
め
る
た

め
、
従
来
の
紙
の
商
品
券
か
ら
デ

ジ
タ
ル
ポ
イ
ン
ト
で
還
元
す
る
仕

組
み
と
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
全
て
の
人
が

デ
ジ
タ
ル
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
と
利
便
性
向
上

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

 　
［
戦
略
５
］
次
代
を
切
り

　

拓
く
力
を
育
む
新
た
な

　
学
校
づ
く
り

　
学
校
再
編
に
つ
い
て
は
、
平
成

29
年
度
の
望
ま
し
い
教
育
環
境
の

あ
り
方
の
検
討
か
ら
こ
れ
ま
で
延

べ
１
万
人
以
上
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
学
校
施

設
の
コ
ン
セ
プ
ト
、
校
地
、
施
設

の
機
能
な
ど
を
ま
と
め
た
義
務
教

育
学
校
施
設
整
備
基
本
構
想
・
基

本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
計
画

に
基
づ
き
、
榛
原
地
域
は
12
年
度

の
開
校
、
相
良
地
域
は
15
年
度
の

開
校
を
目
標
に
魅
力
的
な
学
校
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　
外
国
籍
児
童
生
徒
の
増
加
に
伴

い
、
５
年
度
か
ら
日
本
語
初
期
支

援
教
室
「
い
っ
ぽ
」
を
開
校
し
、

入
学
前
に
日
本
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
読
み
書
き
や
計

算
を
学
ぶ
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

６
年
度
は
定
員
を
15
人
に
増
加
し
、

よ
り
習
熟
度
が
高
い
指
導
が
で
き

る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る
市
内
高

校
生
な
ど
を
対
象
に
バ
ス
の
通
学

定
期
券
の
購
入
助
成
を
新
た
に
実

施
し
ま
す
。
県
内
中
部
地
域
で
は

初
と
な
り
、
通
学
定
期
代
を
負
担

す
る
家
計
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

市
内
通
学
者
へ
の
補
助
額
を
高
く

し
、
市
内
の
高
校
の
進
学
者
確
保

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
厳
し
い
社
会
情
勢
や
財
政
状
況

の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
第
３
次

総
合
計
画
に
基
づ
く
取
組
を
本
格

化
さ
せ
、
希
望
あ
る
未
来
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

令和６年度

施政
方針

市
議
会
２
月
定
例
会
初
日
（
２
月
22
日
）
に
、
杉
本
市
長
が
本
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針

を
述
べ
ま
し
た
。
一
部
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
３
次
総
合
計
画
に
基
づ
き
、

　
　
　

取
組
を
さ
ら
に
加
速
し
て
い
く
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「
挑
」

「
挑
」

応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
や
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構

想
交
付
金
な
ど
に
よ
り
、
増
額
し

ま
し
た
。

　
繰
入
金
、
諸
収
入
お
よ
び
県
支

出
金
に
つ
い
て
は
、
多
目
的
体
育

館
お
よ
び
エ
ア
シ
ェ
ル
タ
ー
整
備

事
業
の
完
了
に
よ
り
、
減
額
に
な

り
ま
し
た
。

　
市
債
は
、
多
目
的
体
育
館
整
備

事
業
の
完
了
や
臨
時
財
政
対
策
債

の
減
少
見
込
み
か
ら
、
約
１
億
円

の
減
額
と
な
り
、
４
年
連
続
で

20
億
円
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
の
民
生
費
は
、
榛
原

児
童
館
を
改
修
す
る

子
ど
も
の
居
場
所
支
援
事
業
や
保

育
園
と
幼
稚
園
を
統
合
し
た
地
頭

方
こ
ど
も
園
の
開
園
、
相
寿
園
の

非
常
用
発
電
機
改
修
事
業
な
ど
を

計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
児
童
手

当
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
入
学

支
援
金
の
支
給
や
こ
ど
も
医
療
費

歳
入
の
法
人
市
民
税
は
、

企
業
収
益
の
伸
び
か

ら
増
収
を
見
込
み
ま
し
た
が
、
個

人
市
民
税
は
、
定
額
減
税
に
よ
り

減
収
す
る
た
め
、
市
民
税
全
体
で

は
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
固
定
資

産
税
に
つ
い
て
も
、
評
価
替
え
に

よ
る
減
額
を
見
込
み
ま
す
。
市
税

全
体
で
は
前
年
度
比
０・
８
％
の

減
少
を
見
込
み
ま
し
た
。

　
財
源
調
整
と
し
て
、
財
政
調
整

基
金
（
貯
金
）
か
ら
12
億
円
、
公

債
費
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、

減
債
基
金
か
ら
２
億
５
０
０
０
万

円
を
繰
入
金
に
計
上
し
ま
し
た
。

　
地
方
交
付
税
は
、
臨
時
財
政
対

策
債
へ
の
振
替
額
の
減
少
な
ど
を

考
慮
し
、
増
額
し
ま
し
た
。

　
地
方
特
例
交
付
金
は
、
定
額
減

税
減
収
分
が
補
填
さ
れ
る
た
め
、

２
億
５
７
０
０
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

　
国
庫
支
出
金
は
、
物
価
高
騰
対

　
令
和
６
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
２
１
７
億
円
で
す
。

　
本
市
の
魅
力
を
さ
ら
に
引
き
出
し
、
観
光
交
流
人
口
を
拡
大
す
る
「
ま
ち
の
賑
わ
い
創
出
」
に
重

点
を
お
い
た
予
算
付
け
を
し
ま
し
た
。
東
名
相
良
牧
之
原
Ｉ
Ｃ
北
側
地
区
の
開
発
や
道
の
駅
の
整
備

事
業
、
沿
岸
部
活
性
化
事
業
、
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業
、
大
河
ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ
う
」
活
用

推
進
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
予
算
総
額
は
３
年
連
続
で
２
０
０
億
円
を
上
回
り
、
過
去
最
大
の
予
算
で
あ
っ
た
昨
年
度
に
次
ぐ

予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

▶予算　一般会計（市の行政運営の基
　本的な経費を経理する会計）、特別
　会計（特定の事業を行うための会計）、
　企業会計（民間企業と同様に独立採
　算で運営する会計）の３つに分かれ
　ている
▶歳入　地方公共団体の会計年度にお
　けるすべての収入
▶自主財源　地方公共団体が自主的に
　収入できる財源。地方税、分担金お
　よび負担金、使用料、手数料、財産
　収入、寄附金など
▶依存財源　国や県から定められた額
　を交付されたり、割り当てられたり
　する収入。地方譲与税、地方交付税、
　国庫支出金、県支出金、地方債など
▶市税　市に収められた税金。市民税、
　固定資産税、軽自動車税、たばこ税
　など
▶地方交付税　全国の市町村が標準的
　な行政サービスが行えるように国か
　ら市町村に交付されるお金。国税の
　うち、所得税、法人税、酒税、消費
　税などの一定割合の額を再配分する
　もの
▶国庫支出金・県支出金　市町村が行
　う特定の事業に対して、国または県
　から交付されるお金
▶繰入金　市の基金（貯金）などから
　一般会計へ入れるお金
▶諸収入　延滞金や預金利子、雑入な
　ど、他の歳入科目に含まれない収入
▶市債　国や金融機関などからの借入
　金（市の借金）。公共施設の整備な
　どの財源を調達するために借り入れ
　る
▶歳出　地方公共団体の会計年度にお
　けるすべての支出
▶議会費　市議会を運営するための経
　費
▶総務費　行政全般の事務などに関す
　る経費
▶民生費　高齢者や障がい者に対する
　福祉や子育て支援など、安定した社
　会生活を保障するための経費
▶衛生費　健康増進や疾病予防、環境
　保全など、市民の健康で衛生的な生
　活を維持するための経費
▶労働費　勤労者の福利厚生や雇用対
　策のための経費
▶農林水産業費　農業振興のための支
　援や農業基盤整備のための経費
▶商工費　商工業や観光の振興、企業
　誘致、空港利用促進のための経費
▶土木費　道路や河川など社会資本を
　整備するための経費
▶消防費　常設消防（消防署の運営経
　費）、消防団活動の支援、防災対策
　のための経費
▶教育費　教育や生涯学習の充実、文
　化振興などのための経費
▶公債費　市債の元金や利子を支払う
　経費
▶予備費　予算編成時に予期しなかっ
　た支出に対応するための費用

助
成
な
ど
も
引
き
続
き
計
上
し
、

子
育
て
世
代
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
し
ま
す
。

　
衛
生
費
は
、
既
存
の
不
妊
治
療

助
成
事
業
や
産
婦
健
診
な
ど
に
加

え
、
産
前
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
を

拡
充
し
ま
す
。
予
防
接
種
事
業
で

は
、
新
た
に
帯
状
疱
疹
お
よ
び
お

た
ふ
く
の
予
防
接
種
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。
ま
た
、
生
ご
み

減
量
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
や
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
診
断
奨
励
金
の
開
始
な
ど
、

環
境
に
や
さ
し
い
社
会
を
推
進
し

ま
す
。

　
教
育
費
は
、
義
務
教
育
学
校
の

建
設
事
業
、
相
良
総
合
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
芝
生
化
事
業
の
他
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
の
移
転
に
よ
り
空

き
室
と
な
っ
た
部
屋
を
楽
器
練
習

室
に
改
修
す
る
相
良
総
合
セ
ン

タ
ー
改
修
事
業
、
田
沼
意
次
侯
が

登
場
す
る
大
河
ド
ラ
マ
「
べ
ら
ぼ

う
」
活
用
推
進
事
業
を
実
施
し
ま

各会計の予算額

会計名 予算額 伸率

一般会計 217億円 △4.5％

特別会計 101億7,175万円 △0.8％

国民健康保険 50億4,957万円 △1.2％

後期高齢者医療 ６億8,115万円 17.8％

介護保険 44億3,206万円 △2.2％

土地取得 13万円 △99.2％

農業集落排水事業 884万円 △18.3％

企業会計 13億2,778万円 △7.0％

水道事業 13億2,778万円 △7.0％

総合計 331億9,953万円 △3.5％

＊水道事業会計の予算は収益的支出額と資本的支出
　額の合計。
＊総合計は一般会計、特別会計、企業会計の合計。

す
。

　
総
務
費
は
、
書
か
な
い
窓
口
シ

ス
テ
ム
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ

ム
税
証
明
サ
ー
ビ
ス
、
ク
ラ
ウ
ド

型
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
な
ど
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
を
促
進
し
ま
す
。
高
校
生

な
ど
を
対
象
に
し
た
バ
ス
通
学
定

期
券
の
購
入
補
助
に
も
取
り
組
み

ま
す
。

　
土
木
費
は
、
道
の
駅
の
駐
車
場

な
ど
整
備
事
業
、
相
良
牧
之
原
Ｉ

Ｃ
北
側
整
備
事
業
、
勝
間
田
公
園

整
備
事
業
、
緑
化
推
進
事
業
な
ど

を
計
上
し
ま
し
た
。
堤
防
整
備
事

業
や
浸
水
・
斜
面
崩
壊
対
策
事
業

と
い
っ
た
災
害
対
策
も
進
め
て
い

き
ま
す
。
生
活
道
路
な
ど
の
改
良

事
業
も
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　
農
林
水
産
業
費
は
、
道
の
駅
の

用語解説

農
産
物
直
売
所
な
ど
整
備
事
業
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ま
き
の
は
ら
推
進

事
業
な
ど
に
よ
り
、
地
域
作
物
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
、
農
業
所
得

の
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。
ま
た
、

引
き
続
き
、
た
め
池
の
改
修
事
業

や
治
山
事
業
、
海
岸
保
全
施
設
整

備
事
業
も
実
施
し
ま
す
。

　
消
防
費
は
、
女
性
消
防
操
法
大

会
出
場
事
業
、
消
防
施
設
整
備
事

業
、
静
岡
地
域
消
防
広
域
化
事
業

な
ど
に
よ
り
災
害
対
応
力
の
強
化

を
図
り
、
市
民
の
安
全
・
安
心
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
商
工
費
は
、
ポ
イ
ン
ト
還
元
事

業
、
ま
き
の
は
ら
活
性
化
セ
ン

タ
ー
運
営
事
業
、
育
児
休
業
取
得

支
援
事
業
の
他
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
促
進
に
よ
る
観
光
交
流
人

口
の
増
加
を
図
る
観
光
振
興
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

自主財源
109億1,336万円（50.3％）

歳入
217
億円

市税（35.6％）
　77億2,732万円

使用料・手数料など（0.7％）
　１億4,938万円

分担金・負担金（0.7％）
　１億6,507万円

寄附金（2.1％） 
　４億5,005万円

諸収入（2.7％） 
　５億8,631万円

繰入金（7.1％）
　15億3,523万円

繰越金（1.4％）
　３億円

市債（7.5％）
　16億2,560万円

国庫支出金（11.8％）
　25億5,960万円

地方交付税（13.8％）
　30億円

県支出金（7.8％）
　16億9,444万円

地方消費税交付金（5.1％）
　11億1,000万円

地方特例交付金（1.2％）
　２億5,700万円

その他交付金（1.4％）
　２億9,200万円

地方譲与税（1.1％）
　２億4,800万円

歳出
217
億円

民生費（31.6％）
　68億5,944万円

公債費（11.6％）
　25億1,711万円

土木費（7.6％）
　16億5,940万円

消防費（4.4％）
　９億5,960万円

衛生費（12.8％）
　27億7,022万円

総務費（10.1％）
　21億9,197万円

農林水産業費（5.5％）
　12億458万円

商工費（3.5％）
　７億4,960万円 議会費（0.7％）

　１億4,974万円

労働費・予備費など（0.4％）
　8,546万円

依存財源
107億8,664万円（49.7％）

～
魅
力
引
き
出
し
賑
わ
い
創
出
～

教育費（11.8％）
　25億5,288万円

予算
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主要事業
市の総合計画における７つの重要施策に掲げて
いる項目ごとに、主要事業を紹介します。

ピンク色の事業は、「富士山型ネットワークの充
実」「ゼロカーボンと経済成長の好循環の実現」
「日本一女性にやさしいまちの推進」「DXの推進」
「次代を切り拓く力を育む新しい学校づくり」の５
つの重点戦略・プロジェクトに係るものです。

▶公共交通推進事業　２億996万円
▶移住・定住促進補助事業　6,241万円
▶生ごみ減量チャレンジ事業　29万円
　�バッグ型コンポストを無償貸与し、生ごみ堆肥づく
りをすることで生ごみの減量を図る
▶創エネ・省エネ・畜エネ設備設置費補助事業
　500万円
▶省エネ住宅普及推進事業　603万円
▶省エネルギー診断奨励金　32万円
　省エネ診断を実施した事業者に奨励金を交付

▶行政サービスＩＣＴ化推進事業　459万円
▶書かない窓口システム　1,421万円
　�証明書の交付申請や引っ越し・お悔やみなどの手
続きを、申請書を記入することなく可能にするため
のシステムを構築
▶コンビニ交付システム税証明サービス　64万円
▶公民連携まちづくり事業　506万円
▶多文化共生推進事業　572万円
▶ホストタウン推進事業　904万円
▶仁田体育館及び仁田アーチェリー場解体事業
　327万円

▶ＩＣＴ活用推進事業　4,471万円
▶外国人等児童生徒教育支援事業　1,705万円
　�日本に不慣れな外国人児童生徒に対し、学習への
適応指導を図る日本語支援や保護者相談を実施
▶義務教育学校建設事業　３億5,354万円
▶将棋タイトル戦誘致推進事業　937万円
▶大河ドラマ「べらぼう」活用推進事業　8,210万円
▶魅力あるスポーツ施設整備事業　３億6,849万円
　�相良総合グラウンドの芝生化を推進し、魅力あるス
ポーツ施設を整備

相良総合グラウンドの芝生化を推進（イメージ写真）「子ども第三の居場所」を令和７年４月から榛原児童館西側に開所予定

▶オーガニックまきのはら推進事業　879万円
　�「荒廃農地の増加抑制及び収益化」と「環境に配慮
した農業」を推進

▶育児休業取得支援事業　36万円
▶スタートアップ支援事業　564万円
▶RIDE ON MAKINOHARA ポイント還元事業
　4,155万円
▶企業立地促進事業　1,966万円
▶スポーツ合宿等事業費補助金　500万円
▶沿岸部活性化事業　1,812万円

オーガニックまきのはら推進事業で産地化している「波乗りレモン」 書かない窓口システム（操作イメージ）

市政経営生活環境産業経済

教育文化健康福祉 夢に乗るまち  牧之原
豊かな自然を活かした
心豊かでアクティブな

暮らしが実現できるまち

主要事業
令和６年度

▶放課後児童クラブ運営事業　１億3,811万円
▶子どもの居場所支援事業　6,672万円
　�家庭や学校に居場所がない学齢期の子どもに対し、
榛原児童館の西側に増築することで新たな居場所
を用意すると同時に、生活や学習の総合支援を行う
▶小学校入学支援金支給事業　931万円
▶こども医療費助成事業　１億8,409万円
▶ワクチン（帯状疱疹・おたふく）接種事業　356万円
▶出産・子育て応援給付金事業　2,025万円

生ごみをバッグ㊥に入れると堆肥化（使用前㊧と使用中㊨）

建築予定地建築予定地

▶クラウド型被災者支援システム導入事業　680万円
　�災害時の罹災証明の発行や被災者台帳の管理、平
時の要支援者個別避難計画の作成・更新など、被災
者支援に関する業務について、ＩＣＴを活用した管
理システムを導入
▶農村地域防災減災事業　2,575万円
▶地頭方漁港海岸防潮堤整備事業　１億5,000万円
▶海岸防潮堤（レベル２）整備事業　2,100万円
▶静岡地域消防救急広域化事業　６億7,005万円

防災

令和５年度に整備した細江地区の海岸防潮堤（レベル２想定）

▶農業集落排水転換事業　5,100万円
▶空港隣接事業　8,100万円
▶相良牧之原ＩＣ北側地域整備事業　1,300万円
▶道の駅整備事業　５億2,408万円
▶立地適正化計画策定業務　773万円
▶新拠点開発推進事業　２億582万円
▶都市下水路内水浸水想定区域図作成事業
　2,500万円
▶公園整備事業　970万円
　油田の里資料館改修や看板設置など公園環境整備

都市基盤

造成工事中の「道の駅」（３月27日撮影）

↑至富士山静岡空港

→至吉田

道の駅

駐車場

主要
事業
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「G
ガ ス

as O
ワ ン

ne アリーナ牧之原」（牧之原市多目的体育館）が完成し、５月１日水に開館します。
開館に先立ち、新しい施設の詳細を紹介します。

問い合わせ　スポーツ推進課　西藤晃章　☎�2643

開館開館

メインフロア
バスケットボール２面、バドミントン８面、観覧席（532席）、空調設備
プロバスケットボールなど本格的なスポーツの試合や各種イベントの開催にも対応

多目的ルーム
可動間仕切り、ガラス張り、壁面鏡張り、
音響設備

放射線防護設備
原子力災害が発生した場合に避難するエアシェルター（テント）を整備㊧
原子力災害時用防災備蓄倉庫を備え付け㊨

トレーニングルーム
トレーニングマシンを常設

（４月中設置予定）

研修・会議室
可動間仕切り、スクリーン・プロジェク
ター・音響設備

●施設概要

キッズルーム
ボルダリング、ネット遊具、授乳室、
キッズトイレ

◀県内にある体育館
　�としては初めて
｢Z

ゼ ブ

EB R
レ デ ィ ー

eady（※）｣認
証を取得。通常の
エネルギー消費量
に比べて62％削減。
（画像は評価書）
※�通常のエネルギー消費
量の50％以上を削減
すること

施設についての問い合わせ
まきのはらスポーツ・まちづくりグループ
代表　シンコースポーツ株式会社　☎㉓5100

◀施設予約・
　詳細確認
　（体育館
　  ホームページ）

◀予約案内・
　料金確認
　（市ホーム
　  ページ）

ランニング・ウォーキングコース
全長175ｍ、体に負担が掛かりにくい
床を採用

エントランス
大型掲示板、デジタルサイネージ

建築面積 3,757.44㎡ 延床面積 5,647.65㎡
構　造 鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造）

設　備
全館空調、LED照明、太陽光発電、非常用発電機、エレベーター、
冷水機、館内フリーWifi、自動販売機、音響設備、放射線防護設備
（エアシェルター）

所在地 牧之原市須々木157番地（相良原子力防災センター「サーボ」南側）
開館時間 午前８時30分～午後９時30分

休館日 毎週月曜日（祝日の場合翌平日）、年末年始

駐車場 74台、駐輪スペース30台
※隣接駐車場：防災広場（204台）、い～ら（200台）

今後の予定
４月27日土　午前９時30分～午後４時
　　　　　　オープニングイベント
４月28日日・29日　　午前９時～午後３時
　　　　　　プレオープン（無料開放）
５月１日水　午前８時30分～
　　　　　　グランドオープン（利用開始）

祝
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牧之原市で利用できる各種支援策を紹介します

市内に住宅を新築、購入（中古物件を含む）した子育て世帯に奨励金を交付します。

子育て家族定住奨励金

基礎額 10万円

土地加算 10万円

子ども加算 中学生以下の子ども　▶１人目 10万円▶２人目 20万円▶３人目 30万円
　　　　　　　　　　▶４人目以降は一律 10万円

業者加算 10万円

転入加算 30万円

空き家・空き地バンク加算 10万円　　＊牧之原市空き家・空き地情報バンクの登録物件を購入した場合

申請期限 住宅の引渡日から２カ月以内

移住者が、市の登録台帳に登録されている空き家を購入しリフォームする場合や、空き家
をその所有者または委託を受けた事業者が「移住者限定賃貸物件」として活用するためリ
フォームする場合に、居住部分のリフォーム費用や残置物の撤去費用の一部を補助します。
リフォーム着手前に申請が必要なため、事前に担当にお問い合わせください。

空き家リフォーム等補助金

項目 Ａ：移住者対象リフォーム補助 Ｂ：空き家活用事業者等対象リフォーム補助

対象者 市外から対象の空き家に住所を移した
移住者（※）

対象の空き家を移住者限定賃貸物件として活用
する事業者

対象事業 リフォーム費用の総額が５万円以上で
あること　など

事前調査を行い、調査の結果から修繕が必要とされ
た箇所を含むリフォーム工事であること　など

その他要件 対象の空き家に５年以上居住すること 10年間、移住者限定賃貸物件として市の登録台帳
に登録すること

助成金額
最大30万円 最大100万円

Ａ・Ｂともに、対象者が空き家の残置物を処理する場合、最大５万円を補助

※移住者＝住所を移した日から起算して過去３年以内に、当市に住所を置いたことがない人

東京圏に一定期間在住・在勤していた人が、当市に移住して要件を満たす場合に支援金を
交付します。

移住・就業支援金

対象者
移住する直前10年間のうち通算５年以上かつ、移住する直前１年以上連続して、東
京都23区内に在住、または東京圏の対象地に在住して同区内に通勤などしていた人
が、移住して要件を満たす場合

支援金額
［単身者］  60万円

［世　帯］  100万円＋18歳未満の世帯員３人目まで１人につき100万円

就業要件 静岡県が運営する「静岡県移住・就業支援金求人サイト」に掲載されている対象の
求人に応募して就業すること　など

専門人材要件 内閣府地方創生推進室が実施するプロフェッショナル人材事業または先導的人材
マッチング事業による就業　など

テレワーク要件 所属先企業などからの命令ではなく、自己の意思により移住した場合であって、移
住先を生活の本拠とし、移住元での業務を引き続き行うこと　など

関係人口要件
満40歳未満の人、または18歳未満の世帯員がいる人であり、移住して就業または起
業する人であって、移住前に市内案内やふるさと納税をしていた人や、市が行う移
住者の就業支援マッチングサービスを利用して就業した人　など

結婚新生活支援助成金
結婚を機に市内に住宅を取得した新婚世帯、または民間の賃貸住宅に入居した新婚世帯に
対して、住宅の取得費や賃貸住宅の入居費用（初期費用、引越費用、家賃など）の一部を助成します。

しあわせ新婚さん家賃助成金
結婚を機に、市内にある民間の賃貸住宅で同居を開始する新婚世帯に対して、月額家賃の一部を24カ月にわ
たって助成します。

牧之原市新婚さん住む住む制度

対象者 令和６年１月１日～令和７年３月31日の間に婚姻した39歳以下の夫婦

所得要件 夫婦の合計所得が500万円未満

助成対象 結婚に契機とした住宅の取得費やリフォーム費、賃貸物件の入居費、家賃　など

助成金額 夫婦ともに　▶29歳以下＝上限60万円　▶39歳以下＝上限30万円

申請期限 令和７年３月31日月

対象者 令和６年４月１日～令和７年３月31日の間に婚姻した夫婦

助成金額 月額家賃から住宅手当を差し引いた金額のうち、４万５千円を超えた分を
上限１万円まで助成

助成期間 24カ月間

申請期限 婚姻日と入居日のいずれか遅い方から２カ月以内

新婚世帯や子育て世帯 移住者、 の皆さん！＼ ／

市ホームページ

当市に移住したい、または移住した人の市内での就業を支援するため、移住
者の就業支援マッチングサービスを開始しました。
このサービスは、市内での就業を希望する移住者の情報を市が事前に登録さ
れている登録事業者約50者に提供し、マッチングを図るサービスとなりま
す。詳しくは、市ホームページをご覧ください。

移住者の就業支援マッチングサービス

市では、子育て世帯の住宅取得や新婚世帯の住宅の賃貸費用などに対して支援を行っています。
また、空き家リフォームや市内への移住についての支援、移住者の就業支援も行っています。
各種支援にはそれぞれ要件があるため、担当までお問い合わせください。

問い合わせ　都市住宅課　池田拓人　☎�2633

移住者向け

移住者向け

移住者向け

新婚世帯向け

子育て世帯向け
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複合がん検診・婦人科検診

複合がん検診（胃・肺・大腸）
受診券送付対象者（５月末～６月に送付予定）
　◎令和３～５年度に市の複合がん検診（胃・肺・大腸）を受診した人
　◎令和６年３月末時点で40～65歳の５歳刻みの節目の人
　◎健康推進課に令和６年度複合がん検診の受診希望連絡をした人
　＊受診券がお手元になくても当日会場にて受診は可能ですが、事前に受診券送付を希望
　　する場合、申込フォームから申請するか、健康推進課にお問い合わせください。

検診会場を選べます
　複合がん検診は集団検診で行います。（６月～12月の間、市内各所で実施）
　詳細は、日程表（受診券裏面）や市ホームページ（後日掲載予定）をご確認ください。

複合がん検診と特定健診を同時に受けられる「セット検診」を実施しています
　「セット検診」は、１日で複合がん検診と特定健診を同時に受診できるので、忙しい人に
　おすすめです。詳細は、案内チラシ（受診券に同封予定）や市ホームページをご確認くだ
　さい。

婦人科検診（子宮・乳・骨粗しょう症）
受診券送付対象者（５月末～６月に送付予定）
　◎令和４年度に市の婦人科検診（子宮・乳）を受診した人
　◎令和６年３月末時点で20～70歳の５歳刻みの節目の人
　◎�令和６年度婦人科検診受診対象者（下表参照）で、健康推進課に令和６年度婦人科検診の

受診希望連絡をした人
　＊令和４年度以前に婦人科検診を受診した人で、受診券送付を希望する場合、
　　申込フォームから申請するか、健康推進課にお問い合わせください。
　＊令和５年度に婦人科検診を受診した人は、本年度は受診できません。

無料クーポン券送付対象者（５月末～６月に送付予定）
　◎子宮頸がん＝平成15年４月２日～平成16年４月１日生まれの人
　◎乳がん＝昭和58年４月２日～昭和59年４月１日生まれの人

問い合わせ　健康推進課　池谷久美子　☎㉓0024

検診名 対象年齢（令和６年３月31日時点） 自己負担金

複合
がん検診

胃がん検診 40歳以上 1,900円
結核・肺がん検診 40歳以上 無料
大腸がん検診 40歳以上 1,000円

肝炎 肝炎ウイルス検査　 今まで同様の検査を受けたことがない人 無料（＊１）

婦人科検診

乳がん検診
（マンモグラフィー検査） 40歳以上で前年度に受診していない人 2,000円

子宮頸がん検診 20歳以上で前年度に受診していない人 1,900円
骨粗しょう症検診 40歳以上 1,300円（＊２）

（＊１）40、45、50、55、60歳の人は無料で受診可能です。それ以外の人は1,300円です。
（＊２）40、45、50、55、60、65、70歳の人は1,300円で受診可能です。それ以外の人は2,750円です。

検診内容

令和６年度も
始まります

自主財源の確保と市内企業や個人事業者のＰＲなどのために、広報まきのはらに広告を掲載
します。ぜひ、この機会に広告を掲載してください。

問い合わせ　秘書広報課　横山泰広　☎㉓0040

広告の掲載について
▶掲載枠
　１枠／月
▶広告の大きさ、仕様
　・縦４センチ、横14.2センチ以内
　・カラー
　・広告掲載者の名称と連絡先を表示
▶掲載料　
　２万円／枠　※市外の企業や事業者は３万円／枠
▶掲載開始時期
　６月号（６月15日発行）　※予定
▶掲載の優先順位
　①市内企業や事業者
　②市外企業や事業者
▶申込方法
　・�市ホームページや秘書広報課にある「広報まきのはら
広告掲載申込書」に添付書類などを添えて申し込む。

　【添付書類】
　・広告の原稿や電子データ
　・事業の概要が分かる書類
　・�資格免許証や各種証明書類の写し
　  など　※業種による
▶申込期限
　５月17日金

「広報まきのはら」に掲載する利点
広報まきのはらは、毎月15日に15,300部発行し、自治会に協力をいただき全戸配布しています。
市内の公共施設のほか、スーパーマーケットやコンビニエンスストアなどへの配架や、市ホームペー
ジへの掲載、市公式LINEでも配信しており、高いＰＲ効果があります。

広報まきのはら広報まきのはらにに

　広告　広告をを掲載掲載しませんかしませんか

▶掲載しない広告の内容（一部）　※次に該当する場合は掲載できません。
⑴法律などに違反するものまたはそのおそれがあるもの
⑵公序良俗に反するものまたはそのおそれがあるもの
⑶政治性のあるもの
⑷宗教性のあるもの
⑸社会問題についての主義主張
⑹個人または法人の名刺広告

⑺美観風致を害するおそれがあるもの
⑻公衆に不快の念または危害を与えるおそれがあるもの
⑼�消費者との取引において、トラブルを起こすおそれ
があるもの
⑽�その他、広告媒体として掲載する広告として不適当
であると市長が認めるもの

※他にも、業種などにより掲載できないものがあります。詳細は問い合わせください。

詳しくは、
市ホームページ
をご覧ください。

▶広告掲載場所
　「広報まきのはら」裏表紙の「輝け！未来」
　下部（イメージ図）

広告掲載場所
１枠

横 14.2センチ

縦 縦 
４センチ４センチ

申込フォーム
（複合がん検診、

婦人科検診共通）

令和６年度
市がん検診日程

（市ホームページ）
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困りごと・悩みごと相談 Consultation

＊職員や来庁者など、他人に会うことなく入ることができます

市民相談センター（消費生活センター）案内図

２階　市民相談センター
　　　（消費生活センター）

水道課入り口水道課入り口水道課入り口

入り口入り口入り口

市役所榛原庁舎

駐車場

駐車場

榛
原
文
化

セ
ン
タ
ー

榛
原
庁
舎

西
館

静
波
体
育
館

駐車場

　税の無料相談

　心配ごと相談

　一般相談

日常生活の中での困りごとや悩み、
分からないことなどの相談を受け
付けます。困ったらまずは相談を。
期日　月曜日～金曜日
時間　９：00～12：00
　　　13：00～16：00
会場　市民相談センター
問市民相談センター　☎0088

日常生活から起こる家庭問題や金
銭貸借などの紛争を解決。司法書
士が対応します。

期日　５月８日・22日
時間　９：00～11：30
会場　市民相談センター
問市民相談センター　☎0088

　消費生活相談

契約トラブルや消費者金融、多重
債務、商品苦情など、消費や契約
に関する相談を受け付けます。
期日　月曜日～金曜日
時間　９：00～12：00
　　　13：00～16：00
会場　市民相談センター
問市民相談センター　☎0088

　女性相談

女性の抱えるさまざまな悩みを、
女性相談員が一緒に考え、解決の
糸口を探すお手伝いを電話や面接
にて対応します。
期日　月曜日～金曜日
時間　９：15～16：00
会場　さざんか
問家庭児童相談室　 ☎0086

　介護相談

介護する人たちを支えるため、相
談・支援体制を整えています。
期日　月曜日～金曜日
　　　＊祝日を除く。
時間　９：00～17：00
　　　（水曜日は19時まで）
会場　さざんか
問長寿介護課　☎0076

　暮らしなんでも無料相談

日常生活でのトラブルや悩みごと、
困ったことなどの相談を受け付け
ています。

期日　月曜日～金曜日
時間　９：00～17：00
問ライフサポートセンターしずおか
　しだはい事務所　☎054(646)6055

　高齢者虐待予防相談

「高齢者に関する虐待かな」と思っ
たときの相談です。事前に問い合
わせをして、気軽に相談ください。

期日　５月17日
時間　13：30～16：00
会場　相良保健センター
問地域包括支援センターさがら　☎1900

税に関するあらゆる相談に無料で
応じます。東海税理士会へ相談者
による事前予約が必要です。

期日　５月15日
時間　13：30～15：30
会場　市民相談センター
問東海税理士会島田支部　☎ 05476575

　行政相談

行政相談委員が、行政に対する苦
情や要望などの相談を受け付けま
す。

期日　５月１日・15日
時間　10：00～12：00
会場　市民相談センター
問市民相談センター　☎0088

５月の相談日です。

日々の生活の中で、誰かに相談したいと思っていることや疑問

に感じていることはありませんか。

そんなあなたからの声に応えるための各種無料相談窓口を紹介

します。

秘密は厳守されますので、ひとりで悩まず、まずは相談してみ

てはいかがですか。

５月の相談

静岡牧之原茶マスコット
チャーフィン 小さいサイズ（25リットル）の袋を追加し、名称と文字の色を変更

近年の核家族化や単身世帯・高齢者世帯の増加などの社会情勢の変化と、可燃ごみの焼却による二酸
化炭素排出量の削減推進の観点などにより、８月１日木から現行の36リットルに加えて25リットル
の小さいサイズの袋を販売します。
また、分別意識を高め、ごみ減量化と資源の再利用を図ることを目的として、袋に記載されている名
称を「可燃物」から「燃やすしかないごみ（可燃物）」に変更します。

36リットルの袋の販売価格を改定
原材料・製作コストなどの価格上昇により、36リットルの指定袋の販売価格が250円となります。
ごみの減量化に協力していただき、小さいサイズの袋を使用すれば皆さんの負担が増えることはあり
ません。分別の徹底と可燃ごみの減量にご協力をお願いします。

問い合わせ　環境保全センター　☎�0044
　　　　　　環境課　太田侑甫　☎�2609

※�現行の袋は、使用期限（令和８年３月31日）までしか使うことができません。また、現行の袋から
新しい袋への交換はできませんので、期限内に使い切れる分だけの購入をお願いします。

可燃物専用指定袋の大きさが２種類に
相良地区の皆さんへ重要なお知らせ

現行の袋の使用期限と新しい袋の使用開始時期

令和６年
８月１日 ～ 令和８年

３月31日
令和８年
４月１日 ～

　　　現行の袋

　　　新しい袋

使用できません使用可能

販売開始・使用可能

新しい可燃物専用指定袋
（２サイズ）現行の可燃物専用指定袋

容量：36L

使用期限：
令和８年
３月31日火

販売価格：
200円

（10枚入り）

８月１日から販売（使用）開始

※�８月１日以降、各販売協力店
で売り切れ次第販売終了 新サイズ　　容量：25L　販売価格：200円（10枚入り）

・文字の色と価格が変更
・名称が「可燃物」から
　「燃やすしかないごみ
　（可燃物）」　に変更

現行サイズ
容量：36L
販売価格：
250円（10枚入り）

　法律相談（先着８人）

相続や遺産分割、離婚、多重債務
や債務整理などの法律解釈や手続
き、人権に関する相談などを無料
で受け付けます。
弁護士、行政相談員、人権擁護委
員が１回30分で対応します。
相談時には、参考となる書類など
を持参してください。
なお、市内在住者のみ事前予約が
可能です。

期日　①５月１日・②15日
時間　10：00 ～ 12：00
　　　13：00 ～ 15：00
会場　市民相談センター
予約　下記期間に電話で受け付け
　①４月18日～４月30日
　②５月２日～５月14日

問市民相談センター　☎0088
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牧之原市役所　

▲

榛原庁舎 ☎㉓0001

▲

相良庁舎 ☎�2600　平日午前８時15分～午後５時（水曜日は午後７時まで）

総合健康福祉センターさざんか ☎㉓0070　　榛原文化センター ☎㉓0002　　相良総合センターい～ら ☎�5544Makinohara City Information市政情報—

組
織
体
制
が
一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た

令
和
６
年
度　
市
役
所
の
組
織
・
人
事
体
制

問
い
合
わ
せ　
総
務
課　
石
神
真
由
美　
☎
（
23
）
０
０
５
１

▼
総
務
部

　（
総
務
部
長
）
大
石
光
良

　（
危
機
管
理
監
）
粂
田
浩
之

　（
総
務
課
長
）
横
山
和
久

　（
管
理
検
査
課
長
）
吉
國
徳
倫

　（
デ
ジ
タ
ル
推
進
課
長
）
小
林
大
助

　（
危
機
管
理
課
長
）
森
田
克
彦

▼
企
画
政
策
部

　（
企
画
政
策
部
長
）
大
石
佳
伸

　（
政
策
監
）
大
石
　
隆

　（
秘
書
広
報
課
長
）
福
代
正
樹

　（
企
画
政
策
課
長
）
本
間
直
樹

　（
地
域
振
興
課
長
）
原
口
克
也

　（
財
政
課
長
）
藤
永
直
樹

▼
市
民
生
活
部

　（
市
民
生
活
部
長
）
前
田
里
芳

　（
市
民
課
長
）
内
藤
治
彦

　（
国
保
年
金
課
長
）
水
野
浩
充

　（
税
務
課
長
）
大
塚
康
裕

　（
環
境
課
長
）
本
杉
裕
之

▼
福
祉
こ
ど
も
部

　（�

福
祉
こ
ど
も
部
長
兼
こ
ど
も
家
庭
　

セ
ン
タ
ー
長
）
櫻
井
康
章

　（
社
会
福
祉
課
長
）
河
原
瑞
穂

　（
子
ど
も
子
育
て
課
長
） 瀧
井
円
裕

　（�

福
祉
相
談
課
長
兼
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
事
務
局
長
）
柴
　
直
子

▼
健
康
推
進
部

　（
健
康
推
進
部
長
）
河
原
﨑
貞
行

　（
健
康
推
進
課
長
）
古
川
馨
子

　（
長
寿
介
護
課
長
）
植
田
伸
也

▼
産
業
経
済
部

　（
産
業
経
済
部
長
）
原
口
　
亨

　（
農
林
水
産
課
長
）
藤
田
圭
一

　（
お
茶
特
産
課
長
）
松
浦
邦
彦

　（
観
光
課
長
）
西
谷
　
稔

　（
商
工
企
業
課
長
）
山
本
英
広

▼
建
設
部

　（
建
設
部
長
）
池
田
　
武

　（
建
設
部
技
監
）
古
居
武
司

　（
新
拠
点
整
備
専
門
監
）
吉
添
智
宏

　（
建
設
課
長
）
源
間
成
紀

　（
公
園
公
共
建
築
課
長
）
新
井
淳
之

　（
都
市
住
宅
課
長
）
植
田
尚
史

　（
新
拠
点
整
備
室
長
）
西
川
浩
年

　（
水
道
課
長
）
萩
原
貴
憲

▼
教
育
文
化
部

　（
教
育
文
化
部
長
）
竹
内
英
人

　（
教
育
総
務
課
長
）
永
野
智
芳

　（
学
校
再
編
推
進
室
長
）
小
塚
康
道

　（
学
校
教
育
課
長
）
中
村
元
信

　（
社
会
教
育
課
長
）
佐
々
木
悟

　（
大
河
ド
ラ
マ
活
用
推
進
室
長
）
八
木
康
仁

　（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
長
）
大
石
昌
秀

▼
会
計

　（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）
増
田
典
之

▼
議
会
事
務
局

　（
議
会
事
務
局
長
）
前
田
明
人

　（
議
会
事
務
局
次
長
）
浅
井
大
典

▼
監
査
委
員
事
務
局

　（
監
査
委
員
事
務
局
長
）
川
村
千
恵
美

▼
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣

　（
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
）
榛
葉
清
澄

▼
ま
き
の
は
ら
活
性
化
セ
ン
タ
ー
派
遣

　（
ま
き
の
は
ら
活
性
化
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）
加
藤
　
智

▼
広
域
施
設
組
合
派
遣

　（
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
所
長
）
淺
井
　
篤

▼
保
育
園
・
こ
ど
も
園
関
係

　（
坂
部
保
育
園
長
）
松
下
志
保
子

　（
牧
之
原
保
育
園
長
）
山
本
恵
子

　（
相
良
こ
ど
も
園
長
）
谷
下
千
春

　（
地
頭
方
こ
ど
も
園
長
）
髙
塚
ユ
リ

組
織

自
治

旧組織 新組織

企画政策部
秘書政策課 秘書係

政策推進係 企画政策部
秘書広報課 秘書係

情報発信係
情報交流課 情報交流係 企画政策課 政策推進係

福祉こども部 福祉こども
相談センター

こども家庭係
こども未来係
福祉相談支援係

福祉こども部 福祉相談課
こども家庭係（こども
家庭センター事務局）
こども未来係
生活支援係

産業経済部

農林水産課 農地農政係
特産係

産業経済部

農林水産課 農地農政係
基盤整備係

お茶振興課 お茶振興係
基盤整備係 お茶特産課 お茶振興係

特産振興係

商工観光課 商工振興係
観光振興係 観光課 観光振興係

企業立地推進課 企業立地係 商工企業課 商工振興係
企業立地係

教育文化部 社会教育課
社会教育係
図書係
文化振興係

教育文化部
社会教育課 社会教育係

図書係
大河ドラマ
活用推進室 文化振興係

組織体制の主な変更点
▶「秘書政策課秘書係」と「情報交流課」を統合し「秘書広報課」に再編
▶「秘書政策課」から「政策推進係」を独立し、「企画政策課」を設置
▶�「福祉こども相談センター」を「福祉相談課」に名称変更し、「福祉相談支援係」を「生活支援係」

に名称変更
▶�「農林水産課特産係」と「お茶振興課基盤整備係」を相互に移管し、「お茶振興課」を
　  「お茶特産課」に名称変更し、「特産係」を「特産振興係」に名称変更
▶「商工観光課」の「観光振興係」を独立し、「観光課」を設置
▶「商工観光課商工振興係」と「企業立地推進課」を「商工企業課」に再編
▶「社会教育課」から「文化振興係」を独立し、「大河ドラマ活用推進室」を設置

自
治
振
興
の
リ
ー
ダ
ー

令
和
６
年
度　
地
区
長
・
区
長
・
町
内
会
長

問
い
合
わ
せ　
地
域
振
興
課　
今
村
優
奈　
☎
（
23
）
０
０
５
３ 

相良地区 宮
み や

部
べ

　勉
つとむ 萩間地区 中

な か

山
や ま

　香
かおる 川崎地区 永

な が

田
た

節
せ つ

造
ぞ う 勝間田地区 村

む ら

松
ま つ

直
な お

巳
み

片浜地区 畑
は た

　晴
は る

道
み ち 地頭方地区 増

ま す

田
だ

圭
よ し

修
の ぶ 細江地区 八

や

木
ぎ

一
か ず

男
お 坂部地区 左

さ

座
ざ

勝
か つ

之
ゆ き

菅山地区 川
か わ

田
た

和
か ず

弘
ひ ろ 牧之原地区 平

ひ ら

岡
お か

敏
と し

弘
ひ ろ

地区長（敬称略）

町内会長（敬称略）

１丁目 中
な か

西
に し

広
ひ ろ

章
あ き 青池 西

に し

谷
た に

敏
と し

広
ひ ろ 新戸 本

も と

杉
す ぎ

　智
さとる 三栗 山

や ま

本
も と

春
は る

巳
み

２丁目 大
お お

石
い し

知
と も

巳
み 寄子 山

や ま

﨑
ざ き

一
か ず

好
よ し 庄内 本

も と

杉
す ぎ

秀
ひ で

人
と 朝生 加

か

藤
と う

　武
たけし

３丁目 川
か わ

村
む ら

光
み つ

司
じ 西福田 岩

い わ

堀
ほ り

悦
え つ

夫
お 鹿島 大

お お

石
い し

雅
ま さ

弘
ひ ろ 牧之原北 須

す

藤
ど う

典
の り

夫
お

４丁目 大
お お

関
ぜ き

裕
ひ ろ

巳
み 東福田 鈴

す ず

木
き

啓
ひ ろ

之
ゆ き 仁田 大

お お

石
い し

典
の り

正
ま さ 布引原 高

た か

塚
つ か

佳
よ し

行
ゆ き

東５丁目 山
や ま

本
も と

民
た み

年
と し 根松 柴

し ば

田
た

　修
おさむ 道場 鈴

す ず

木
き

章
あ き

夫
お 牧之原中央 赤

あ か

堀
ほ り

文
ふ み

敏
と し

西５丁目 笠
か さ

原
は ら

弘
ひ ろ

道
み ち 堀の内 粂

く め

田
た

義
よ し

明
あ き 追廻 中

な か

原
は ら

幸
ゆ き

男
お 牧之原南 良

ら

知
ち

昭
しょう

一
い ち

６丁目 松
ま つ

浦
う ら

安
や す

博
ひ ろ 時ヶ谷 大

お お

石
い し

美
み

智
ち

晴
は る 中 山

や ま

本
も と

　明
あきら 坂部第１ 福

ふ く

代
よ

賢
け ん

二
じ

仲町 鈴
す ず

木
き

文
ふ み

基
た か 道上 藤

ふ じ

田
た

重
し げ

利
と し 勝間下 泉

いずみ

地
ち

良
よ し

彦
ひ こ 坂部第２ 伊

い

故
こ

海
み

芳
よ し

則
の り

10丁目 小
こ

林
ばやし

正
ま さ

晴
は る 後原 山

や ま

田
だ

博
ひ ろ

孝
た か 勝間上 山

や ま

本
も と

博
ひ ろ

昭
あ き 坂部第３ 浅

あ さ

倉
く ら

敏
と し

道
み ち

11丁目 加
か

藤
と う

芳
よ し

彦
ひ こ 谷の口 水

み ず

嶋
し ま

浩
ひ ろ

之
ゆ き 切山下 村

む ら

松
ま つ

士
し

乃
の

夫
ぶ 坂部第４ 小

お

関
ぜ き

俊
と し

明
あ き

12丁目 石
い し

川
か わ

幸
さ ち

男
お 橋向 寺

て ら

本
も と

和
か ず

由
よ し 切山中 村

む ら

松
ま つ

良
よ し

美
み 坂部第５ 大

お お

石
い し

英
ひ で

広
ひ ろ

東慶林 加
か

藤
と う

義
よ し

弘
ひ ろ 藤沢 松

ま つ

浦
う ら

正
ま さ

行
ゆ き 勝田上 中

な か

村
む ら

晴
は る

保
や す 坂部第６ 板

い た

倉
く ら

巳
み

子
ね

男
お

県営住宅 辻
つ じ

　昭
あ き

哉
や 橋柄 増

ま す

田
だ

信
の ぶ

茂
し げ 勝田下 大

お お

石
い し

文
ふ み

夫
お

区長（敬称略）

相良区 伊
い

藤
と う

剛
た か

好
よ し 菅山区 川田和弘 牧之原区（相良） 平岡敏弘 静波区 浜

は ま

崎
ざ き

　匠
たくみ

福岡区 秋
あ き

野
の

裕
ひ ろ

之
ゆ き 中里区 中山　香 地頭方区 山

や ま

下
し た

裕
や す

彦
ひ こ 細江区 八木一男

波津区 宮部　勉 白井区 大
お お

石
い し

通
み ち

之
ゆ き 落居区 増

ま す

田
だ

真
ま さ

啓
ひ ろ 川崎区 永田節造

須々木区 増
ま す

田
だ

修
しゅう

次
じ 神寄区 森

も り

田
た

　淳
あつし 豊岡区 増田圭修 勝間田区 村松直巳

大沢区 長
な が

野
の

　優
まさる 西萩間区 寺

て ら

尾
お

佳
よ し

治
は る 新庄区 大

お お

窪
く ぼ

一
か ず

宏
ひ ろ 牧之原区（榛原） 大

お お

﨑
さ き

信
の ぶ

博
ひ ろ

大江区 神
か み

谷
や

浩
ひ ろ

之
ゆ き 東萩間区 森

も り

木
き

松
ま つ

男
お 遠渡区 原

は ら

口
ぐ ち

　隆
たかし 坂部区 左座勝之

片浜区 畑　晴道

税
金

65
歳
以
上
の
年
金
所
得
の
あ
る
皆
さ
ん
へ

公
的
年
金
か
ら
の
住
民
税
の
引
き
去
り
（
特
別
徴
収
）
制
度

問
い
合
わ
せ　
税
務
課　
増
田
陸
斗　
☎
（
23
）
０
０
３
５

　

65
歳
に
な
る
と
、
個
人
住
民
税
を
納

付
す
る
義
務
が
あ
る
人
に
つ
い
て
は
、

公
的
年
金
か
ら
住
民
税
の
引
き
去
り
が

始
ま
り
ま
す
。

　

年
金
所
得
分
の
住
民
税
は
、
年
金
か

ら
引
き
去
り
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
年
金

所
得
以
外
に
給
与
や
事
業
所
得
が
あ
る

人
は
、
今
ま
で
ど
お
り
給
与
か
ら
の
引

き
去
り
や
口
座
振
替
、
納
付
書
に
よ
る

納
付
と
な
り
ま
す
。

①
令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
65
歳
の
人

　

本
年
10
月
に
支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら

年
金
所
得
分
の
住
民
税
の
引
き
去
り

②�

令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
66
歳
以
上

の
人

　

前
年
に
引
き
続
き
、
本
年
４
月
に
支

給
さ
れ
る
年
金
分
か
ら
年
金
所
得
分
の

住
民
税
の
引
き
去
り

納付方法 口座振替または納付書 年金からの引き去り
納期 ６月 ８月 10月 12月 ２月
税額 15,000円 15,000円 10,000円 10,000円 10,000円
割合 １／４ １／４ １／６ １／６ １／６

＊割合＝年税額に対する割合。
令和６年４月１日現在65歳の人で、令和６年度の公的年金の住民税
年税額が６万円の場合

令和６年４月１日現在66歳以上の人で、令和５年度の公的年金の住民税
年税額が６万円かつ令和６年度の公的年金の住民税年額が63,000円の場合

納付方法 年金からの引き去り
納期 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

税額
10,000円 10,000円 10,000円 11,000円 11,000円 11,000円

（前年度年税額÷２）÷３ （年税額-（４・６・８月分））÷３

�公的年金から住民税の引き去りを行わない人は？
▶４月１日現在65歳になっていない人▶年金収入はあるものの年金所
得が発生しない人▶介護保険料が年金から引き去りされていない人

�公的年金から住民税の引き去りが中止になる人は？
▶公的年金所得に係る個人住民税額に変更があった人▶市から転出され
た人やお亡くなりになられた人▶介護保険料の引き去りが中止になった
人　など
※�転出・税額変更になる場合でも一定の要件を満たすことで引き去り（特別徴収）

が継続されます。
※�今後公開される定額減税の制度によって引き去り（特別徴収）に影響がある場

合は、随時市ホームページなどでお知らせします。

年金引き去りの例
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牧之原市役所　

▲

榛原庁舎 ☎㉓0001

▲

相良庁舎 ☎�2600　平日午前８時15分～午後５時（水曜日は午後７時まで）

総合健康福祉センターさざんか ☎㉓0070　　榛原文化センター ☎㉓0002　　相良総合センターい～ら ☎�5544Makinohara City Information市政情報—

保
険

　

令
和
６
年
４
月
か
ら
、
牧
之
原
市
国
民
健
康
保

険
（
国
保
）
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
で
実
施
し

て
い
る
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
制
度
に
つ
い
て
、
対

象
機
関
が
４
機
関
増
え
ま
す
。

　

市
の
指
定
す
る
医
療
機
関
で
人
間
ド
ッ
ク
を
受

診
す
る
場
合
、
最
大
２
万
円
の
助
成
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、
受
診
前
に
申

請
が
必
要
で
す
。
対
象
機
関
へ
受
診
予
約
を
し
た

後
、
市
へ
助
成
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

新
た
な
対
象
機
関

▼
島
田
市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

▼
藤
枝
市
立
総
合
病
院

▼
市
立
御
前
崎
総
合
病
院

▼
菊
川
市
立
総
合
病
院

対
象
条
件

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

▼�

令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
20
歳
以
上
で
、
受
診

日
時
点
で
市
国
保
に
継
続
し
て
1
年
以
上
加
入

し
て
い
る
人　

▼�

世
帯
に
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

▼�

受
診
日
に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人

▼�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
こ
と

申
請
方
法

　

窓
口
ま
た
は
申
請
フ
ォ
ー
ム
（
左
の
二
次
元

コ
ー
ド
）
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

�

窓
口

▼�

榛
原
庁
舎　

国
保
年
金
課

▼�

相
良
庁
舎　

市
民
課
相
良
窓
口
係

人
間
ド
ッ
ク
助
成
対
象
機
関
追
加

問
い
合
わ
せ　
国
保
年
金
課　
水
嶋
智
子

　
☎
（
23
）
０
０
２
３

保
険
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
料
率
が
改
定
さ
れ
ま
す

問
い
合
わ
せ　
国
保
年
金
課　
大
石
千
香
子　
☎
（
23
）
０
０
２
３

野
良
猫
問
題
で
お
悩
み
の
皆
さ
ん
へ

「
地
域
猫
活
動
」
を
ご
存
じ
で
す
か

問
い
合
わ
せ　
環
境
課　
藤
原
恵
祐　
☎
（
53
）
２
６
０
９

動
物

　
「
庭
に
ふ
ん
や
尿
を
さ
れ
て
困
る
」

「
鳴
き
声
が
う
る
さ
い
」
な
ど
、
の
ら

猫
の
増
加
に
よ
り
多
く
の
問
題
が
生
じ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め

の
有
効
な
方
法
の
一
つ
で
あ
る
「
地
域

猫
活
動
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

野
良
猫
問
題
が
生
じ
て
い
る
地
域
の

住
民
が
主
体
と
な
り
、野
良
猫
に
不
妊
・

去
勢
手
術
を
施
し
て
元
の
地
域
に
戻
し
、

ト
イ
レ
の
設
置
や
清
掃
を
行
い
、
餌
や

り
の
時
間
な
ど
を
管
理
し
な
が
ら
、
地

域
全
体
で
猫
の
一
代
限
り
の
命
を
見
守

り
、
猫
の
生
息
数
を
減
ら
し
て
い
く
活

動
で
す
。

　

こ
の
活
動
は
「
Ｔ
Ｎ
Ｒ
活
動
」
と
も

い
わ
れ
、
全
国
で
広
ま
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

募
集
「
道
の
駅
」の
名
称
が
決
定
／
出
荷
者・事
業
者
説
明
会
を
開
催

   

名
称
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ　
建
設
課　
　
田
村
浩
太
郎　
☎
（
53
）
２
６
２
８

   

説
明
会
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ　
お
茶
特
産
課　
大
石
拓
弥　
☎
（
53
）
２
６
２
１

●「
道
の
駅
」
の
名
称
が
決
定

　

令
和
７
年
度
の
開
業
に
向
け
て
坂
部

区
内
に
整
備
し
て
い
る
「
道
の
駅
」
は
、

地
元
農
作
物
の
市
場
規
模
拡
大
に
よ
る

地
域
農
業
の
活
性
化
、
市
の
魅
力
を
発

信
す
る
こ
と
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加

な
ど
、
賑
わ
い
の
場
と
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
施
設
で
す
。

　

名
称
に
つ
い
て
、
２
月
16
日
金
か
ら

３
月
８
日
金
ま
で
投
票
を
行
い
ま
し
た
。

７
８
０
件
の
多
く
の
投
票
を
い
た
だ
き
、

「
道
の
駅
『
そ
ら
っ
と
牧
之
原
』」
に
決

定
し
ま
し
た
。
考
案
者
は
、
市
内
在
住

の
髙た

か

井い

優ゆ

羽う

く
ん
（
５
歳
）
で
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

名
称
候
補
・
得
票
数

①
道
の
駅
「
牧
之
原
さ
か
べ
」

　

１
２
１
票

②
道
の
駅
「
て
ぃ
ー
ぽ
ー
と
牧
之
原
」

　

２
６
８
票

③
道
の
駅
「
そ
ら
っ
と
牧
之
原
」

　
３
８
８
票

※
①
、
②
、
③
の
ほ
か
無
効
票
３
票

●
出
荷
者・事
業
者
説
明
会
を
開
催

　

道
の
駅
内
物
販
ス
ペ
ー
ス
へ
の
農
産

物
・
加
工
品
の
出
荷
希
望
者
、
加
工
業

者
、
取
扱
業
者
の
募
集
に
伴
い
、
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

内
容

施
設
概
要
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
説
明
、

「
道
の
駅
」
指
定
管
理
候
補
者
で
あ
る

Ｔ
Ｔ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
の
紹
介
な
ど

＊�

出
荷
、
取
引
を
希
望
さ
れ
る
商
品
な

ど
に
関
し
て
は
、後
日
個
別
に
商
談
・

契
約
を
進
め
る
予
定
で
す
。

日
時
／
場
所

▼
５
月
29
日
水　

①
午
後
３
時
～
②
午

後
６
時
～
／
坂
部
区
民
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
（
坂
部
５
０
８
番
地
１
）

▼
５
月
30
日
木　

①
午
後
３
時
～
②
午

後
６
時
～
／
市
史
料
館
２
階
ホ
ー
ル

対
象
者

出
荷
者

道
の
駅
内
の
物
販
ス
ペ
ー
ス
へ
の
農
産

物
・
加
工
品
の
出
荷
希
望
者

事
業
者

道
の
駅
に
出
品
や
取
引
な
ど
を
希
望
す

る
加
工
業
者
、
取
扱
業
者
な
ど

＊
所
在
地
の
市
内
外
は
問
い
ま
せ
ん
。

そ
の
他

＊
各
回
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

＊�

定
員
超
過
に
よ
り
や
む
を
得
ず
お
断

り
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
場
合
や
当
日

都
合
が
悪
く
参
加
で
き
な
い
場
合
な

ど
は
、
個
別
対
応
が
随
時
可
能
で
す
。

［
個
別
対
応
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
］

　

株
式
会
社
Ｔ
Ｔ
Ｃ　

事
業
推
進
本
部

　

☎
０
５
５
７
（
67
）
２
３
２
３

不
妊
・
去
勢
手
術
費
用
の
助
成

　

市
で
は
野
良
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術

を
実
施
し
た
人
に
対
し
、
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

▼
メ
ス
＝
上
限
１
万
円　

▼
オ
ス
＝
上
限
５
千
円

＊�

市
が
実
施
す
る
「
猫
の
適
正
管
理
講

習
会
」
を
受
講
し
た
人
が
対
象
で
、

事
前
申
請
が
必
要
。

＊�

術
後
に
猫
の
耳
に
Ⅴ
字
の
切
れ
込
み

を
入
れ
る
こ
と
。

＊
飼
い
猫
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

野
良
猫
へ
の
餌
や
り
は
厳
禁
で
す

　

猫
は
放
っ
て
お
く
と
、
ね
ず
み
算
式

に
ど
ん
ど
ん
増
え
ま
す
。
生
後
半
年
ご

ろ
か
ら
出
産
可
能
に
な
り
、
年
に
２
～

３
回
出
産
す
る
上
、
１
回
の
出
産
で
約

５
匹
の
子
猫
を
産
み
ま
す
。
つ
ま
り
、

１
匹
の
メ
ス
猫
か
ら
、
１
年
間
に
50
～

70
匹
に
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

「
可
愛
い
」「
か
わ
い
そ
う
」
と
い
う
気

持
ち
だ
け
で
餌
や
り
を
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。

餌
を
あ
げ
る
人
の
３
大
責
任

　

①
不
妊
去
勢
手
術
を
す
る

　

②
餌
は
片
付
け
て
掃
除
す
る

　
　
（
や
り
っ
ぱ
な
し
禁
止
）

　

③
ふ
ん
尿
の
お
世
話
を
す
る

不妊・去勢
手術を行い

捕獲して
元いた場所
に戻す

トラップ　　　　　   ニューター　　　　　　リターン

捕獲して

ＴＮＲ活動

申請フォーム
対象機関一覧

（市ホームページ）

後期高齢者医療制度の保険料は、被保険者全員が負担する「均等割額」と被保険者の前年の所
得に応じて負担する「所得割額」を合計して計算されます。
保険料率は、静岡県後期高齢者医療広域連合が医療費の増加などを見込んで２年ごとに算定し
ています。令和６、７年度の保険料率が次のとおり改定されました。
後期高齢者医療制度の見直し
▶�高齢者の保険料の伸びを現役世代の支援金の伸びに合わせる見直し
▶�出産育児一時金の費用を後期高齢者も支えていく仕組みの導入
　なお、一部の被保険者には、激変緩和措置（※１、※２）が講じられます。

令和６・７年度の保険料率
区分 令和４・５年度 令和６・７年度

所得割率 8.29％ 9.49％（※１）

均等割額 42,500円 47,000円

年間保険料の計算方法
所得割額＝�賦課の基となる所得金額（前年の所得金額－

43万円）× 9.49％（※１）
均等割額＝ 47,000 円（100 円未満切り捨て）

（※１）令和５年の基礎控除後の総所得金額などが58万円
を超えない人は令和６年度の所得割率は 8.80％とする。

区分 令和４・５年度 令和６・７年度
賦課限度額 66万円 80万円（※２）

賦課限度額が引き上げられます
中間所得者層の負担軽減を図るため、賦課限度額が引き上げられました。

（※２）令和５年度末時点で75歳以上の被保険者と障害認定
被保険者は令和６年度の賦課限度額は73万円とする。なお、
令和 6 年 4 月 1 日以降に保険料の納付義務が発生または消
滅したときは月割りで算定する。

均等割額の軽減対象が拡大されます
所得の低い人の負担軽減を図るため、均等割額の軽減対象者が拡大されました。
均等割額の軽減判定所得基準額（世帯主および世帯の全ての被保険者の総所得金額等の合計）

軽減割合 令和５年度 令和６年後
５割軽減 43万円＋29万円×被保険者数 43万円＋29万５千円×被保険者数
２割軽減 43万円＋53万５千円×被保険者数 43万円＋54万５千円×被保険者数

年金収入額 令和５年度 令和６年度 令和７年度
300万円（現役並み所得者） 164,300円 186,500円 186,500円

190万円
（厚生年金受給者の平均）

51,900円
（均等割５割軽減）

56,000円
（所得割軽減＋均等割５割軽減）

58,600円
（均等割５割軽減）

80万円
（基礎年金受給者）

12,700円
（均等割７割軽減）

14,100円
（均等割７割軽減）

14,100円
（均等割７割軽減）

収入別保険料額（年額）のモデルケース（単身世帯で年金収入のみの場合）

＊詳細は８月発送予定の保険料通知で確認してください。
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ＺＯＯＭ　ＩＮ　ＭＡＫＩＮＯＨＡＲＡ　ＴＯＰＩＣＳ まちのわだい　ズームイン
広報担当が取材に行きます。あなたの身近にあるホットで楽しい話題やイベントなどの情報をお待ちしています。

秘書広報課　☎㉓0040　　koho@city.makinohara.lg.jp   
　カシャ！！

午後７時のサイレンにより、大江いのち山に避難する住民

いつでもすぐに高い場所へ避難を
■市地震・津波夜間避難訓練
　地震・津波夜間避難訓練が東日本大震災の発災
日である３月11日夜間に市内で行われ、約6,400
人が参加しました。
　訓練は、震度７の巨大地震が発生し、大津波警
報が発表された想定で実施され、午後７時にサイ
レンと同報無線で避難を呼びかけました。
　参加者は、懐中電灯で足元を照らしながら、各
地区の津波避難施設などに避難。能登半島地震の
発生を受けた今回は、避難手段や経路の確認を行
い、地区の実情に合わせた訓練を実施しました。

■萩間小児童が花博会場で花壇づくり
　萩間小６年生約30人（当時）が３月４日、先
月から開幕している「浜名湖花博2024」の会場
の１つである、浜名湖ガーデンパークで花壇づく
りを行いました。同小は、「2022年全国花のま
ちづくりコンクール」で学校部門の最高賞を受賞
し、特別出展が決定。児童らは約30㎡の花壇に、

「海空緑、みんなが優しい牧之原」をテーマとして、
学校で育てたペチュニアやマーガレットなど15
種類約700株の苗を植栽し、自分たちで手作りし
た「チャ―フィン」の置物も設置しました。

私たちが作った花壇を見に来てね
花博開幕前に自分たちで花壇づくりを行う児童ら

■女性の健康のための市民講座
　「女性の健康のための市民講座」が３月２日、
い～らで開催されました。
　女性が生涯を通じて健康で明るく、自分らしく
日々を過ごし自ら健康づくりを実践するため、産
婦人科医３人による講演が行われました。
　あかほりクリニック（片浜区）の赤

あ か

堀
ほ り

太
た

一
い ち

院長
は「更年期とのつきあいかた」をテーマに、更年
期に対する治療法や実例などを講演。「自分自身
を大切にして、診察や治療を後回しにせず積極的
に受けてほしい」と来場者に呼びかけました。

女性が健康で明るく過ごすために
更年期について講演する赤堀医師

学業など活躍した功績をたたえる
■市教育委員会表彰／山﨑こども教育賞　表彰式
　「市教育委員会表彰」と公益財団法人山﨑こど
も教育振興財団主催の「山﨑こども教育賞」の表
彰式が３月９日、い～らで行われました。
　市教育委員会表彰では、各分野で県大会１位、
または同等以上の成績があった18人、２団体が
受賞。さらに、全国大会などで好成績を収めた２
人には「少年少女ノーベル賞」が贈られました。
　山﨑こども教育賞では、あいさつや清掃など、
日頃からの生活姿勢が他の児童生徒の模範である
と評価された25人が受賞しました。

橋本教育長（㊧から２番目）から表彰状を受け取る受賞者

インストラクターの指導の下、スケートボードに乗る参加者

話題のアクションスポーツを満喫
■まきのはらアクションスポーツフェスティバル
　市は３月29日、静波サーフスタジアムと静波
体育館で「まきのはらアクションスポーツフェス
ティバル」を開催しました。
　2020東京五輪で注目を浴び、急速に人気が高
まっているサーフィンやスケートボード、BMXな
どをはじめ、ボルダー、スラックラインのアクショ
ンスポーツ５種目について、子どもたちが体験で
きる機会を創出。あいにくの天気でしたが、市
内外から延べ200人の小中学生が参加し、全身を
使ってアクションスポーツを満喫しました。

パラサーフィンに興味を持って
■勝間田小４年生がパラサーフィンPR用の紙製クリアファイルを贈呈
　勝間田小４年生は３月６日、パラサーフィンを
ＰＲする紙製クリアファイルの贈呈式を同校で行
いました。
　これは総合学習（福祉）やパラサーフィン日本
代表選手との交流から、「パラサーフィンを多く
の人に知ってほしい」という児童らの思いから実
現。式では、児童から橋

は し

本
も と

勝
まさる

教育長らに約200枚
のファイルを手渡しました。贈呈されたファイル
は、５月にパラサーフィンフェスタが行われる静
波サーフスタジアムなどで配布されています。

クリアファイルを手にする出席者（右上は贈呈されたファイル）

１試合でも多く勝って全国勝ち進め
■日本リトルシニア全国選抜野球大会に出場する市内中学生が表敬訪問
　中学硬式野球チーム「小笠浜岡リトルシニア」
に所属する市内中学２年生９人が２月27日、杉本
市長を表敬訪問しました。同チームは「2023オ
リエンタルフーズカップ南関東支部秋季大会」（昨
年９月開催）準優勝でリトルシニア関東連盟の推
薦を受け、「第30回日本リトルシニア全国選抜野
球大会」（３月27日～４月１日開催）へ出場。
　選手は「全員で力を合わせて勝ちたい」「１試
合でも多く勝てるように努力したい」など、一人
ずつ全国大会に向けた抱負を語ってくれました。

全国大会出場に意気込む選手ら

新茶シーズンを前に同時開催
■まきのはら協奏曲～第８章～／新茶祈願祭
　「まきのはら協

コ ン ツ ェ ル ト

奏曲」と「新茶祈願祭」が３月
17日、い～らで開催されました。
　今回初めて同時開催した祈願祭には、茶業関係
者らが集い、「今年もおいしいお茶ができるよう
に」と高品質・高収量を祈りました。
　イベントには市内外から約800人が来場し、市
内茶生産者や店舗によるお茶やスイーツの販売、
抹茶体験など、シーズン前にお茶に関するさまざ
まな催しを満喫。静岡牧之原茶宣伝隊による「お
茶はがき」のデザインコンテストも行われました。

市茶手揉保存会によるお茶の手揉み体験を行う子ども
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Health Information健康ひろば

項目 期日 時間 会場 対象 持ち物など 問

母子健康手帳の交付
（妊婦健康相談）（要予約）

13日、20日
27日

９：00～11：00 妊婦
妊娠届出書、マイナンバーが
わかる書類、通帳、印鑑

健

赤ちゃん相談 22日 ９：00～10：30 生後２カ月～７カ月未満
母子健康手帳、アンケート、
バスタオル

健

７か月児健康相談 29日 ９：00～９：30 令和５年10月生まれ
母子健康手帳、アンケート、
バスタオル

健

１歳児健康相談 ８日 ９：00～９：30 令和５年４月生まれ
母子健康手帳、アンケート、
バスタオル

健

１歳６か月児健診（満年齢） 17日 12：50～13：30 令和４年10月生まれ
母子健康手帳、アンケート、
バスタオル

健

２歳６か月児歯科健診 10日 12：50～13：30 令和３年９月、10月生まれ
母子健康手帳、アンケート、
バスタオル

健

３歳児健診（満年齢） 23日 12：50～13：30 令和３年３月、４月生まれ
母子健康手帳、アンケート、
バスタオル

健

３歳６か月児歯科相談 16日 ８:30～９:30 令和２年10月、11月生まれ
母子健康手帳、アンケート、
バスタオル

健

４歳児歯科相談 16日 ８:30～９:30 令和２年４月、５月生まれ
母子健康手帳、アンケート、
バスタオル

健

予防接種説明会 ２日 10:00～11：00 令和６年３月生まれ 母子健康手帳、出生時の配布資料 健

離乳食教室（要予約） 22日 ９:50集合 令和５年12月、令和６年１月生まれ 母子健康手帳、アンケート 健

家庭児童相談室 月〜金曜日
※祝日は休み

９:00～16：00 18歳未満の子の保護者など 事前に電話連絡 福

ブックスタート (要予約) 23日 10:15～11：15 令和６年１月生まれ
母子健康手帳、バスタオル、
参加費：100円（本代）

子榛

まきひよクラブ (要予約) 15日 ９:30～13：00
産後12か月までの産婦（６か月まで
がオススメ）

母子健康手帳 健

まきたまクラブ (要予約) 19日 ９:30～12：00
妊婦（５～８か月までの安定期の
方）、夫(パートナー)や家族

母子健康手帳 健

暖かくなってきましたね。新しく環境が変わった人は、
休日に睡眠・栄養をしっかり取ってリフレッシュしましょう。

Ｍｅｓｓａｇｅ
お知らせ

５月の子どもの相談・健診・予防接種・講座

＊ 1歳６か月健康診査および３歳児健康診査は、対象年齢に達してから受診してください。

＊新型コロナウイルス感染症の状況によって、延期する場合があります。その際は「まきはぐメール」でお知らせします。

＊受診を希望する場合は、
　事前に電話をお願いします。静岡こども救急電話相談

子どもが急な病気で心配なとき、看護師や小児科医が電話で
アドバイスします。
毎日24時間利用いただけます。（年中無休）▲

＃8000……プッシュ回線の固定電話、携帯電話▲

☎054（247）9910……ダイヤル回線の固定電話、IP 電話

＊榛原総合病院の救急外来につ

　いては、直接問い合わせくだ

　さい。 ☎1131

５月の休日当番医
診療時間　午前９時～午後５時

＊都合により、休日当番医が変

　更となる場合があります。榛

　原医師会のホームページから

　も情報の確認ができます。

会場／さ：健康福祉センターさざんか　　　相：相良保健センター　　子相：子育て支援センター相良（あそぼっと）
問い合わせ／健：健康推進課　☎0024　　福：福祉相談課　☎0086　　子榛：子育て支援センター榛原　☎0174

さ

さ

さ

さ

さ

さ

さ

さ

さ

さ

さ

さ

相

相

子相

期日 開業医（榛南西部地区） 開業医（榛南東部地区）

３日　 あかほりクリニック　　　　　　　☎5555 こどもクリニックおおかわ小児科　☎6789

４日　 渡辺内科医院　　　　　　　　　　☎5232 三輪クリニック　　　　　　　　　☎7300

５日　 酒井内科医院　　　　　　　　　　☎1100 徳山整形外科　　　　　　　　　　☎0666

６日　 渥美医院　　　　　　　　　　　　☎0583 千内科クリニック                ☎1001

12日 えのきだクリニック　　　　　　　☎3633 かわしりこどもクリニック　　　　　☎0555

19日 廣瀬医院　　　　　　　　　　　　☎0006 こどもクリニックおおかわ小児科　☎6789

26日 石井内科皮膚科医院　　　　　　　☎0013 藤本クリニック　　　　　　　　　☎1200

祝

祝

祝

祝

志太榛原地域救急医療センター

▼所在地　藤枝市瀬戸新屋362－１（静岡県藤枝総合庁舎横）

▼診療時間　月～金曜日　午後７時30分～午後10時（年中無休）
　　　　　　＊土・日曜日は翌日午前７時まで。

▼診療科目　［月～金］ 内科・小児科
　　　　　　［土・日］ 内科・小児科（４日　、12日、18日、26日の
　　　　　　　　　　 午後10時～翌日午前７時までは小児科のみ）

▼持ち物　保険証、各受給者証、服用中の薬　 ▼問い合わせ　☎054（644）0099
＊発熱患者の検査（新型コロナウイルス、インフルエンザ）を開始（再開）します。
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５月の大人の健診・相談

項目 期日 時間 会場 問い合わせ・申し込み

総合健康相談（心や健康のこと）
もの忘れ相談

随時
※要予約

９：00～11：00

相良保健センター

予約制
健康推進課　☎0024

さざんか

体組成測定会 14日 ９：00～11：00 さざんか

こころとねむりの相談会
随時

※要予約
ー さざんか

自死遺族面接相談
「すみれ相談」

調整中
静岡県精神健康福祉
センター

静岡県精神保健福祉センター　☎054 (286) 9245
随時

※要予約
平日

13：30～16：00

各健康福祉センター
（西部、中部、富士、東部、
熱海、御殿場、加茂）

自死遺族のつどい
（東部わかちあい すみれの会）

調整中

ＨＩＶ抗体検査
①９日
②23日

①18:00～19:30
②９:15～11:00

中部健康福祉センター
予約制
中部健康福祉センター地域医療課
☎054 (644) 9273肝炎ウイルス検査

①９日
②23日

①18:00～19:30
②９:15～11:00

精神保健福祉総合相談

15日 13:15～ 中部健康福祉センター
予約制
中部健康福祉センター福祉課　☎054 (644) 9281

23日 13:45～
中部健康福祉センター
榛原分庁舎

不妊・不育専門電話相談

毎週
（年末年始祝日休み）

13:00～17:00
静岡県不妊・不育専門
相談センター

静岡県不妊・不育専門相談センター
☎080 (3636) 3229毎週、

（年末年始祝日休み）
10:00～15:00

まきトレひろば
（からだを動かす通いの場）

７日、17日、
22日

10：00～11：00

さざんか
健康推進課　☎0024
※事前申込不要

１日、10日、
20日

相良健康センター
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図書館へ行こうよ Library Information

  �もゆる椿
  天羽恵／著
  徳間書店　移動図書館所蔵

道場剣一筋で臆病物の直参旗
本次男に、密命が下る。尊王
攘夷派の黒幕を誅殺すべく、
刺客の供をせよ、と。しかし、
鬼のような刺客と聞いていた
のに、現れたのは、十二歳の
少女だった。

図書交流館やひまわり号では、 お子さんや大人に向けたイベントや講座を計画しています。

市公式LINEや市立図書館インスタグラムでお知らせしていますので、登録をお願いします。

お知らせお知らせ

牧之原市立図書館牧之原市立図書館
インスタグラムインスタグラム

牧之原市立図書館で開催するイベント情
報を発信しています。図書交流館いこっ
とや文化の森図書館「いろ葉」、移動図
書館ひまわり号など新しい情報をどんど
ん更新していきます。
市公式LINEと併せて、ぜひ
フォローをお願いします。

公式インスタグラム▶
（@maki_lib_official）

問い合わせ　社会教育課図書係　望月安里　☎㉓7007　　㉓7008
lib@city.makinohara.lg.jp 

他にもたくさんの新着本があります。詳しくは図書館ホーム
ページの「あたらしく入った本」を確認してください。新 紹着 介本

待っています（広報紙の感想）

ＲＥＡＤＥＲＳ　ＶＯＩＣＥ

人のうごき（牧之原市の人口）

ＰＯＰＵＬＡＴＩＯＮ

トップページ（表紙のお話）

ＴＯＰ　ＰＡＧＥ

■人口　42,758人　（前月比－155人）

　（内外国人　2,571人）

　　　　男性　21,267人　女性　21,491人

　　　　出生　 12人　死亡 　58人

　　　　転入　174人　転出　280人

　　　　そのほか　－３人

■世帯数　17,373世帯 （前月比－19世帯）

令和６年３月31日現在（住民基本台帳人口）

読んだ感想や今後取り上げてほしい記事、

牧之原市への思いなどを待っています。

〒421-0495　静波447番地１　秘書広報課

☎0040　Email:koho@city.makinohara.lg.jp

＊「そのほか」とは、転出を取りやめた人

や、外国人で在留期限が切れたため住民票

が消除された人などを数えています。

集まれ！まきのはらKIDS Kids

忘れないで（税の納付期限など）

ＴＡＸ　etc

インスタグラム

子育て世代に
役立つ情報
発信中！

▼▼

市ホームページ

元気なKIDS募集中！
オンラインで随時受付中です。
［対象となる子ども］
▶市内在住　▶応募時点で６歳未満
▶過去に「まきのはらKIDS」に掲載
　されていない

元気なKIDS募集中！

申込フォーム

ハウス新茶の「お茶摘み体験」が３月17日、

ティーファーム牧之原（菅山区）で行われ

ました。市内外からの参加者約30人は、お

茶の新芽の柔らかさや色味を楽しみながら

「１芯２葉」で慎重に摘み取りました。そ

の後、JAハイナン茶業センターで製造過程

も見学し、蒸された後の茶葉の感触や香り

から新茶シーズンの到来を感じていました。

移動図書館ひまわり号
巡回日程　５月

巡回コースの詳細は、図書館ホームページで
ご覧ください。

［１コース］５月８日水　［２コース］５月９日木
［３コース］５月14日火　［４コース］５月15日水
［５コース］５月21日火　［６コース］５月22日水
［７コース］５月28日火　［８コース］５月29日水

＊巡回日時などが変更になる場合は、
　図書館ホームページなどでお知ら
　せします。 図書館ホームページ▶

★曜日の変更があります。ご注意ください。

  みんなのいえ
  たしろちさと／著
  文溪堂　　図書交流館所蔵

荒れ果てて、忘れ去られたい
えに旅人がやってきます。カ
ベを直し、畑を耕し、井戸を
掘ります。みんなで直して、
みんなで住む。世界でひとつ
の「みんなのいえ」ができる
までの絵本。

令和２年４月11日生（細江）

歌を歌ったり、妹と遊ぶのが

大好きなののちゃん。４歳の

お誕生日おめでとう♥

齋
さい

藤
とう

 希
の

乃
の

花
か

ちゃん（４歳）

５月の納期一覧

固定資産税　第１期　５月31日

軽自動車税　全期　５月31日

国民健康保険税　随期　５月31日

後期高齢者医療保険料　随期　５月31日

保育料　５月分　５月31日

市営住宅使用料　５月分　５月31日

池
いけ

ヶ
が

谷
や

 竜
たつ

生
き

くん（５歳）
平成30年８月22日生（静波）

元気で可愛いたっちゃん♥
大好きなひいちゃんとこれか

らも兄弟仲良くいてね♪

齋
さい

藤
とう

 碧
あお

葉
ば

ちゃん（０歳）
令和５年７月２日生（細江）

くりくりおめめのあおちゃ

ん。お姉ちゃん２人とたくさ

ん遊んで、元気に育ってね♥

齋
さい

藤
とう

 未
みい

陽
ひ

ちゃん（１歳）
令和４年５月17日生（細江）

絵本を読むのが大好きなみい

ちゃん。７月に妹が生まれて

お姉ちゃんになりました♥

榛原図書館が文化の森図書館「いろ葉」として、４月21日日、榛原
文化センター１階にリニューアルオープンします。皆さん、ぜひ

お越しください。
なお、図書交流館いこっとは、いろ葉開館式のため21日を休館にします。

４月から市立図書館の貸出冊数を変更します。１人10冊まで貸出で
きます。

FAX
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生活情報 ◆「マキコム」 ◆「ビタミンらぼ」◆携帯メール配信「まきのはらTeaメール」

　makinohara-city@raiden2.ktaiwork.jp

公式
facebook

◆LINE公式アカウント

（ID : makinohara_city）

友だち追加は
こちらから！

◆同報無線テレフォンサービス

　☎0999（通話料がかかります）

入札結果の公表－２月 管：管理検査課　地：地域振興課　都：都市住宅課　　   問い合わせ　管理検査課　道田　☎�2602

工事・委託名 予定価格（税抜）落札価格（税抜） 落札率 落札業者

管 基幹電算システム用機器リース 252,500円 170,800円 67.64％ トツカ

地 牧之原市営バス鬼女・菅山線運行管理業務委託（令和 6 年度運行分） 7,915,000円 4,850,000円 61.28％ ミズノグループ

都 牧之原市都市計画道路都市計画変更図書作成業務委託 2,199,000円 2,150,000円 97.77％ 日本工営都市空間　島田事務所

　
自
動
車
税
種
別
割
は
5
月
31
日
金

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
自
動
車

税
種
別
割
は
毎
年
4
月
1
日
現
在
、

運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る
自
動

車
の
所
有
者
（
ロ
ー
ン
で
購
入
し
た

自
動
車
で
売
主
が
所
有
権
を
留
保
し

て
い
る
も
の
は
買
主
で
あ
る
使
用

者
）
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
5
月
17
日
金
ま
で
に
自
動

車
税
種
別
割
納
税
通
知
書
が
届
か
な

い
人
（
軽
自
動
車
は
除
く
）
は
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
藤
枝
財
務
事
務
所

課
税
課　
課
税
第
１
班

☎
０
５
４
（
６
４
４
）
９
１
２
２

　
市
で
は
、
先
の
大
戦
に
お
け
る
戦

没
者
な
ど
の
御
霊
に
対
し
て
、
追
悼

の
意
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
ご
遺
族

の
ご
苦
労
に
対
し
て
深
い
敬
意
を
表

し
、
ま
た
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に

す
る
た
め
、
令
和
６
年
度
戦
没
者
戦

災
死
者
追
悼
式
を
実
施
し
ま
す
。

　
式
典
で
は
、
戦
没
者
な
ど
の
ご
遺

族
や
参
列
者
の
皆
さ
ま
に
献
花
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

日
時　
５
月
21
日
火　
午
前
10
時
〜

午
前
11
時

会
場　
い
〜
ら　
ホ
ー
ル

申
込
方
法　
当
日
、
直
接
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
課　
若
杉

☎
（
23
）
０
０
７
０

　
市
で
は
、
避
難
行
動
要
支
援
者
の

個
別
避
難
計
画
の
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
災
害
時
に
自
力
で

の
避
難
が
困
難
で
、
家
族
な
ど
の
支

援
を
受
け
ら
れ
な
い
人
を
対
象
に
、

迅
速
な
避
難
が
で
き
る
よ
う
個
別
避

難
計
画
を
作
成
す
る
た
め
の
調
査
で

す
。
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
ご
自

宅
を
訪
問
し
ま
す
。

調
査
期
限　
５
月
末
日

問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
課　
渡
辺

☎
（
23
）
０
０
７
０

　
身
体
、
知
的
ま
た
は
精
神
に
重
度

も
し
く
は
中
度
以
上
の
障
が
い
や
疾

患
の
あ
る
20
歳
未
満
の
子
ど
も
を
監

護
養
育
し
て
い
る
父
も
し
く
は
母
、

ま
た
は
養
育
者
に
特
別
児
童
扶
養
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象　
20
歳
未
満
の
障
が
い
の
あ
る

子
ど
も
の
保
護
者

＊
受
け
ら
れ
な
い
場
合
＝
▼
対
象
の

子
ど
も
、
父
母
ま
た
は
養
育
者
が
日

本
国
内
に
住
ん
で
い
な
い
と
き
▼
対

象
の
子
ど
も
が
障
が
い
を
事
由
と
す

る
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
き
▼
対
象
の
子
ど
も
が
児
童
福

祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
と
き

支
給
月
額　
▼
１
級
＝
５
５
３
５
０

円　
▼
２
級
＝
３
６
８
６
０
円

＊
令
和
6
年
4
月
に
改
定
。

＊
前
年
の
所
得
が
限
度
額
以
上
の
人

は
、
８
月
～
翌
年
７
月
ま
で
支
給
停

止
と
な
り
ま
す
。

申
請
場
所　
社
会
福
祉
課

提
出
書
類　
認
定
請
求
書
、
戸
籍
謄

本
、
指
定
の
診
断
書
、
障
害
者
手
帳

な
ど　
＊
申
請
前
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
課　
佐
藤

☎
（
23
）
０
０
７
２

　
市
で
は
、
継
続
的
な
地
域
経
済
の

発
展
を
図
る
こ
と
か
ら
、
市
内
で
新

し
く
事
業
を
始
め
る
人
を
補
助
す
る

た
め
に
創
業
支
援
事
業
補
助
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。

対
象　
▼
本
年
度
中
に
創
業
す
る
こ

と
が
確
実
で
具
体
的
な
計
画
を
有
し

て
い
る
人
▼
創
業
後
２
年
以
内
の
人

補
助
対
象　
補
助
金
の
交
付
決
定
後

に
実
施
し
た
事
業　
＊
事
前
に
購
入

し
た
物
品
や
経
費
に
つ
い
て
は
補
助

の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
率　
事
業
を
開
始
す
る
た
め
の

費
用
の
う
ち
３
分
の
２
以
内
で
上
限

50
万
円
（
空
き
店
舗
を
借
り
る
場
合

は
上
限
70
万
円
）

申
込
方
法　
市
商
工
会
が
７
月
頃
に

開
催
す
る
「
創
業
塾
」
と
市
ビ
ジ
ネ

ス
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
「
ま
き
サ
ポ
」

の
受
講
が
必
要
で
す
。

＊
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

補
助
対
象
は
申
請
後
に
事
務
局
で
審

査
の
上
、
決
定
し
ま
す
。
補
助
対
象

と
な
ら
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　
８
月
15
日
木

＊
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　
商
工
企
業
課　
永
田

☎
（
53
）
２
６
４
７

〜
す
き
な
こ
と　
ど
ん
ど
ん
ふ
や
し

て　
お
お
き
く
な
あ
れ
～

　
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か　

児
童
福
祉

週
間
」
は
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
、
子
ど
も
や
家
庭
を
取
り
巻
く
環

境
に
つ
い
て
国
民
全
体
で
考
え
る
た

め
、
全
国
各
地
で
啓
発
事
業
や
行
事

を
行
う
期
間
で
す
。

　
社
会
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、

個
性
豊
か
に
た
く
ま
し
く
育
つ
た
め

に
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
静
岡
県
子
育
て

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ふ
じ
さ
ん
っ
こ

☆
子
育
て
ナ
ビ
」
で
は
、
子
育
て
に

関
す
る
情
報
や
相
談

窓
口
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

県
健
康
福
祉
部
こ
ど
も
未
来
課

☎
０
５
４
（
２
２
１
）
３
５
４
６

　
実
際
に
学
校
の
様
子
を
見
て
、
中

学
部
の
生
活
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
６
日
木

＊
５
月
上
旬
に
各
小
学
校
に
案
内
を

送
付
し
ま
す
。

対
象　
吉
田
特
別
支
援
学
校
中
学
部

に
転
入
を
考
え
て
い
る
子
ど
も
、
保

護
者

問
い
合
わ
せ　
吉
田
特
別
支
援
学
校

中
学
部
主
事　
☎
（
23
）
9
８
７
２

　
6
月
1
日
〜
10
日
は
「
電
波
利
用

環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」
で

す
。
電
波
の
利
用
に
は
ル
ー
ル
が
あ

り
ま
す
。
無
線
機
器
を
使
用
す
る
と

き
は
、
必
ず
「
技
適
マ
ー
ク
」
が
付

い
て
い
る
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、「
技
適
マ
ー
ク
」
が
付
い

て
い
な
い
外
国
規
格
の
無
線
機
器
は
、

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
や
重
要
無
線
で
あ
る
携
帯

電
話
な
ど
に
障
害
を

与
え
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　
不
明
な
点
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

総
務
省　
東
海
総
合
通
信
局

▼
不
法
無
線
局
の
相
談

☎
０
５
２
（
９
７
１
）
９
１
０
７

▼
テ
レ
ビ
な
ど
の
受
信
障
害
の
相
談

☎
０
５
２
（
９
７
１
）
９
６
４
８

 

募　

集

　
地
域
医
療
を
支
え
る
は
い
な
ん
の

会
主
催
の
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

講
演
内
容
に
関
心
が
あ
る
人
は
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
11
日
土　
午
後
２
時
～

午
後
３
時
30
分

会
場　
さ
ざ
ん
か
１
階　
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル

内
容　
「
認
知
症
予
防
と
リ
ハ
ビ
リ

に
つ
い
て
」（
講
師
：
聖
隷
三
方
原

病
院　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科　

片か
た

桐ぎ
り

伯の
り

真ま
さ

氏
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む
。

申
込
期
限　
５
月
８
日
水

申
込
先　
健
康
推
進
課　
加
藤

☎
（
23
）
０
０
２
８

　
80
歳
以
上
で
自
分
の
歯
が
20
本
以

上
あ
る
人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
日
時
と
会
場
に
つ
い
て
は
、

申
し
込
み
後
に
通
知
し
ま
す
。

対
象　
80
歳
以
上
（
昭
和
19
年
４
月

１
日
以
前
生
ま
れ
）
の
市
民

内
容　
▼
歯
科
医
師
に
よ
る
歯
や
口

腔
の
診
察
▼
お
元
気
度
チ
ェ
ッ
ク
▼

参
加
者
に
は
歯
科
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
直
接
申
し

込
む
。

申
込
期
限　
６
月
７
日
金

申
込
先　
健
康
推
進
課　
中
村

☎
（
23
）
０
０
２
４

　
歴
史
、
文
化
、
生
活
、
福
祉
な
ど

興
味
・
関
心
の
あ
る
分
野
を
、
学
級

生
自
ら
計
画
を
立
て
学
習
し
ま
す
。

日
時　
平
日
昼
間
（
午
前
9
時
30
分

か
ら
２
時
間
程
度
）

会
場　
榛
原
文
化
セ
ン
タ
ー
、
ほ
か

市
内
公
共
施
設

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人

内
容　

前
年
度
の
学
習
例
＝
講
話
、

健
康
ア
ッ
プ
体
操
、
郊
外
学
習
、
音

楽
鑑
賞
、
調
理
な
ど

活
動
期
間　
5
月
〜
令
和
７
年
3
月

（
月
１
回
程
度
）

［
開
講
式
］　

日
時　
５
月
30
日
木　
午
前
9
時
30

分
〜
（
会
場
＝
榛
原
文
化
セ
ン
タ
ー

大
会
議
室
）

参
加
費　
無
料
（
材
料
費
な
ど
は
自

己
負
担
）

定
員　
60
人

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
直
接
申
し

込
む
。

申
込
期
限　
５
月
20
日
🈷

申
込
先　
榛
原
文
化
セ
ン
タ
ー

山
本　
☎
（
23
）
０
０
０
２

F
　
筋
力
向
上
・
生
活
習
慣
病
の
予
防

の
た
め
、
毎
日
楽
し
み
な
が
ら
運
動

で
き
る
体
操
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
認
知
症
が
テ
ー
マ
の
参
加
者
・
介

護
職
と
の
座
談
会
も
あ
り
ま
す
。

日
時　
５
月
29
日
水　
午
前
９
時
30

分
～
午
前
11
時
30
分

会
場　
さ
ざ
ん
か
１
階　
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル

対
象　
市
内
在
住
で
、
在
宅
で
介
護

を
し
て
い
る
人
や
こ
れ
ま
で
介
護
を

経
験
し
た
人
、
今
は
介
護
を
し
て
い

な
い
が
将
来
的
に
介
護
に
不
安
を
感

じ
て
い
る
人

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む
（
送

迎
が
必
要
な
人
は
要
相
談
）。

参
加
費　
無
料

定
員　
20
人

申
込
期
限　
５
月
17
日
金

申
込
先　
ま
る
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

（
有
限
会
社
サ
ー
ク
ル
ツ
ー
内
）

加
藤
・
川
口　
☎
（
22
）
２
１
０
２

　
家
族
と
一
緒
に
カ
ヌ
ー
漕
艇
や
海

釣
り
な
ど
の
自
然
体
験
を
行
い
、
他

家
族
と
交
流
し
な
が
ら
過
ご
す
こ
と

で
、
家
族
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時　
6
月
1
日
土　
午
前
10
時
〜

２
日
日　
午
前
11
時
50
分
（
１
泊
２

日
）

会
場　
県
立
焼
津
青
少
年
の
家
、
小

川
港
周
辺
海
域
お
よ
び
小
川
港
石
津

南
岸
壁

定
員　

家
族
・
親
子
（
全
17
家
族
、

60
人
）

内
容　

▼
ふ
れ
あ
い
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
▼
海
洋
活
動（
カ
ヌ
ー
体
験
）

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
イ
ム
▼
釣
り
体
験

費
用　
①
３
２
０
０
円
／
小
学
生
以

上
＝
食
事
、
シ
ー
ツ
、
保
険
料
な
ど

②
２
８
０
０
円
／
３
歳
か
ら
小
学

校
入
学
前
ま
で
＝
食
事
（
幼
児
食
）、

シ
ー
ツ
、
保
険
料
な
ど　
③
３
歳
未

満
＝
Ａ
か
Ｂ
ど
ち
ら
か
を
選
択

▼
Ａ
＝
２
８
０
０
円
（
②
と
同
様
）

▼
Ｂ
＝
２
4
０
円
（
保
険
料
の
み
）

＊
宿
泊
費
、
食
費
、
保
険
料
、
シ
ー

ツ
代
を
含
む　
＊
別
途
活
動
料
必
要

申
込
方
法　
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
申
込
フ
ォ
ー
ム

か
ら
申
し
込
む
。

申
込
期
限

５
月
１
日
水　
正
午
〜
９
日
木

午
後
1
時

そ
の
他　
＊
17
家
族
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
を
行
う
。
＊
同
居
家
族
単
位

の
申
し
込
み
と
す
る
。
＊
３
歳
未
満

は
カ
ヌ
ー
に
乗
船
で
き
な
い
た
め
、

海
洋
活
動
時
、
付
き
添
い
の
大
人
が

必
要
と
な
る
。
＊
３
歳
か
ら
小
学
校

入
学
前
の
幼
児
１
人
、
小
学
１
〜
３

年
生
２
人
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
大
人

１
人
の
乗
船
が
必
要
と
な
る
。
＊
１

家
族
釣
り
竿
は
２
本
ま
で
と
す
る
。

申
込
先　
県
立
焼
津
青
少
年
の
家

☎
０
５
４
（
６
２
４
）
４
６
７
５

日
時　
５
月
22
日
水
、
23
日
木
、
24

日
金　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時

30
分

会
場　
静
岡
県
看
護
協
会
（
静
岡
市

駿
河
区
南
町
14
ー
25 

エ
ス
パ
テ
ィ

オ
３
階
）

対
象　
看
護
の
仕
事
を
し
て
い
な
い

看
護
職
免
許
保
有
者

定
員　
20
人
程
度

内
容　
講
義
・
演
習
（
最
近
の
看
護

の
動
向
、
感
染
管
理
、
救
急
看
護 

、

医
療
安
全
管
理
、
高
齢
者
・
認
知
症

の
看
護
、
再
就
業
者
と
の
交
流
会
）

受
講
料　
無
料
（
託
児
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む
。

申
込
期
限　
５
月
15
日
水

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

静
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
４
（
２
０
２
）
１
７
６
１

　
人
は
不
安
や
孤
独
を
感
じ
悩
ん
で 

い
る
と
き
、
誰
か
に
話
を
聴
い
て
も 

ら
う
こ
と
で
自
分
の
気
持
ち
が
精
神 

的
安
定
を
覚
え
、
穏
や
か
な
心
・
生 

活
が
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
な
り
ま 

す
。
そ
ん
な
上
手
な
聴
き
手
と
し
て 

の
「
心
と
能
力
」
を
備
え
た
人
に
な 

る
た
め
の
講
座
で
す
。

　
脳
科
学
・
心
理
学
に
根
差
し
た
傾 

聴
療
法
を
講
じ
ま
す
。
全
日
程
を
受

講
し
て
課
題
の
レ
ポ
ー
ト
を
提
出

し
、 

承
認
を
得
れ
ば
、
準
傾
聴
療
法

士
の
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
（
別
途

費
用
が
必
要
で
す
）。

日
時　
6
月
１
日
土・７
月
６
日
土・

10
月
５
日
土
・
11
月
９
日
土

午
後
０
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

会
場　
さ
ざ
ん
か
２
階　
会
議
室

費
用　
１
万
２
千
円
（
初
回
全
納
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
む
。

申
込
期
限　
５
月
25
日
土

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　
石
山

☎
０
９
０
（
１
８
６
８
）
５
７
１
１

　
　
お 

知 

ら 

せ

　
障
が
い
の
あ
る
人
は
、
所
有
す
る

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
減
免
制

度
が
利
用
で
き
ま
す
。
更
新
の
人
に

は
、
3
月
下
旬
に
通
知
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
新
規
に
申
請
す
る
人
は
、

税
務
課
・
市
民
課
相
良
窓
口
係
の
窓

口
に
あ
る
申
請
書
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　
申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
減
免
で
き

な
い
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　
５
月
24
日
金

申
請
先　
税
務
課
、
市
民
課
相
良
窓

口
係

持
ち
物　
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
、
自
動
車
検
査
証
、
運
転
免
許

証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は

通
知
カ
ー
ド

＊
障
が
い
の
等
級
に
よ
っ
て
は
、
適

用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
分

か
ら
な
い
場
合
は
事
前
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

＊
減
免
は
、
１
人
に
つ
き
車
両
１
台

で
す
。
普
通
自
動
車
と
軽
自
動
車
の

両
方
は
減
免
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　
税
務
課　
収
納
管
理

係　
☎
（
23
）
０
０
２
２

牧
之
原
市
生
涯
学
習
中
央

セ
ミ
ナ
ー
学
級
生
を
募
集

介
護
者
の
つ
ど
い
今
日
よ

り
明
日
き
っ
と
良
く
な
る

エ
ン
ジ
ョ
イ
家
族
～
未
来

に
向
か
っ
て
こ
ぎ
だ
そ
う

８
０
２
０
コ
ン
ク
ー
ル
に

参
加
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

認
知
症
予
防
と
リ
ハ
ビ
リ

に
つ
い
て
講
演
会
を
開
催

自
動
車
税
種
別
割
は
必
ず

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

牧
之
原
市
戦
没
者
戦
災
死

者
追
悼
式
を
開
催
し
ま
す

障
が
い
の
あ
る
子
の
た
め

特
別
児
童
扶
養
手
当
支
給

吉
田
特
別
支
援
学
校
中
学

部
の
見
学
会 

・ 

体
験
入
学

「
傾
聴
療
法
士
養
成
講
座
」

を
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か

５
月
５
日
か
ら
11
日
ま
で

は「
児
童
福
祉
週
間
」で
す

市
内
で
新
し
く
事
業
を
開

始
す
る
人
を
補
助
し
ま
す

無
線
機
器
使
用
時
は
必
ず

「
技
適
マ
ー
ク
」
の
確
認
を

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

技適マーク

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

調
査
で
訪
問
し
て
い
ま
す

看
護
師
な
ど
再
就
業
の
た

め
の
研
修
を
開
催
し
ま
す
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令
和
６
年
４
月
15
日
発
行

編
集　

牧
之
原
市
企
画
政
策
部
秘
書
広
報
課

〠
４
２
１
‐
０
４
９
５

静
岡
県
牧
之
原
市
静
波
４
４
７
番
地
１

☎
０
５
４
８
（
23
）
０
０
４
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://w
w
w
.city.m

akinohara.shizuoka.jp
Ｅ

メ

ー

ル　

koho@
city.m

akinohara.lg.jp

輝け!未来

▼
春
は
新
生
活
を
迎
え
る
季
節
▼

新
し
い
こ
と
を
始
め
る
人
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
▼
私
た

ち
も
新
た
に「
広
報
紙
へ
の
広
告

掲
載（
12
ペ
ー
ジ
参
照
）」
を
開
始

し
ま
す
。
６
月
号
か
ら
、
こ
の
場

所
に
広
告
を
掲
載
予
定
。
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
利
活
用
を
お
願
い
し

ま
す
▼
そ
れ
に
伴
い
、「
編
集
幸

記
」
は
別
ペ
ー
ジ
に
移
動
す
る
予

定
で
す
。
万
が
一
、
広
告
掲
載
が

な
い
場
合
は
、
引
き
続
き
編
集
幸

記
を
掲
載
し
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
寒
暖
差
は
あ
り
ま
す
が
暖
か
い

日
も
増
え
、
桜
や
菜
の
花
な
ど
の

草
花
が
目
に
留
ま
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
▼
白
や
ピ
ン
ク
、
時
に
は

赤
色
の
よ
う
に
鮮
や
か
な
濃
い
ピ

ン
ク
の
花
を
ス
マ
ホ
で
撮
影
し
た

り
、
お
茶
の
香
り
を
楽
し
ん
だ
り

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
春
め
い
て

色
と
り
ど
り
の
お
花
が
増
え
る
の

が
楽
し
み
で
す
▼
広
報
担
当
と
し

て
も
ま
た
１
年
の
始
ま
り
。
ま
た

い
ろ
い
ろ
な
場
所
を
訪
れ
、
自
分

の
知
識
が
増
え
る
こ
と
に

ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。

 

泰

 

彩

山
本
　
祐
里
葉
さ
ん

や
ま
も
と
・
ゆ
り
は
　
　
　
勝
間
田
小
学
校
６
年
　
勝
間
田
区

みんなの笑顔が増える仕事に就きたい
あいさつ活動の経験を将来に生かしたい
私は将来、みんなの笑顔が増える仕事に就きたいと思います。私は今、運

営副委員長として、毎朝校門や教室であいさつ隊をしています。みんなの

よいところを見つける「きらり見つけ」を広める活動もしています。あい

さつやきらり見つけをすると、みんなの笑顔が増えるのがうれしいです。

これからも続けて、大人になったらこの経験を生かしていきたいです。
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